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資料 1

研究経過年表

１ 研究委員会

Ｎo 開催 日程

１ 2024 年度第 1 回研究委員会 2024 年 5 月 19 日

２ 第 2 回研究委員会 2024 年 7 月 29 日

３ 第 3 回研究委員会 2024 年 9 月 17 日

４ 第 4 回研究委員会 2024 年 12 月 25 日

５ 第 5 回研究委員会 2025 年 3 月 21 日

６ 2025 年度第 1 回研究委員会 2025 年 6 月 19 日

７ 第 2 回研究委員会 2025 年 8 月 4 日

８ 第 3 回研究委員会 2025 年 11 月 7 日

９ 第 4 回研究委員会 2026 年 1 月 9 日

10 第 5 回研究委員会 2026 年 3 月 3 日

２ 庁内プロジェクトチーム（グループ会議）

No 開催 日程

１ 研究事務局とプロジェクトチームメンバー懇談会 2025 年 4 月 24 日

２ 市長とプロジェクトチームメンバー懇談会 2025 年 4 月 30 日

３ 第 1 回 A グループ会議 2025 年 5 月 28 日

４ 第 1 回 B グループ会議 2025 年 6 月 4 日

５ 第 1 回 C グループ会議 2025 年 6 月 11 日

６ 第 2 回 B グループ会議 2025 年 7 月 2 日

７ 第 2 回 A グループ会議 2025 年 7 月 9 日

８ 第 2 回 C グループ会議 2025 年 7 月 16 日

９ 第 3 回 A グループ会議 2025 年 8 月 6 日

10 第 3 回 B グループ会議 2025 年 8 月 6 日

11 第 3 回 C グループ会議 2025 年 8 月 13 日

12 第 4 回 B グループ会議 2025 年 9 月 17 日

13 第 4 回 C グループ会議 2025 年 9 月 17 日

14 第４回 A グループ会議 2025 年 9 月 24 日
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３ 庁内検討

No 開催 日程

１ 市長と研究代表者等懇談会 2024 年 4 月 4 日

２ 庁内 12 課ヒアリング 2024 年 5 月 9 日

３ 市長へ中間報告書提出・懇談会 2025 年 2 月 13 日

４ 市長へ最終報告書提出・懇談会 2026 年 2 月 27 日

※ 研究事務局と市等の庁内打合せを別途実施

４ 研究経過報告会（中間報告）

5 会議傍聴・ヒアリング等

（１）地区協議会

No 地区 日程

１ 忠生地区 2024 年 8 月 26 日

２ 南地区 2025 年 1 月 14 日

３ 小山・小山ヶ丘地区 2025 年 5 月 17 日

４ 原町田地区 2025 年 5 月 26 日

５ 木曽地区 2025 年 6 月 4 日

６ 鶴川地区 2025 年 6 月 5 日

７ 高ヶ坂・成瀬地区 2025 年 6 月 6 日

８ 玉川学園・南大谷地区 2025 年 6 月 8 日

９ 相原地区 2025 年 7 月 17 日

No 開催 日程

１ 職員向け            （参加 69 名） 2025 年 4 月 10 日

２ 全体会             （参加 70 名） 2025 年 5 月 17 日

３ 鶴川地区            （参加 25 名） 2025 年 6 月 1 日

４ 高ヶ坂・成瀬地区        （参加 24 名） 2025 年 6 月 8 日

５ 忠生地区            （参加 19 名） 2025 年 6 月 15 日

６ 町田第一地区          （参加 7 名） 2025 年 6 月 29 日

７ 町田第二地区          (参加 11 名) 2025 年 7 月 13 日

８ 南地区             （参加 25 名） 2025 年 8 月 3 日

９ 玉川学園・南大谷地区      （参加 26 名） 2025 年 8 月 17 日

10 小山・小山ヶ丘地区       （参加 22 名） 2025 年 8 月 24 日

11 相原地区            （参加 11 名） 2025 年 8 月 31 日

12 木曽地区            （参加 13 名） 2025 年 9 月 7 日
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（２）地区連合町内会・自治会

No 地区 日程

１ 小山地区 2024 年 9 月 25 日

２ 木曽地区 2024 年 10 月 8 日

３ 町田第一地区 2024 年 10 月 9 日

４ 町田第二地区 2024 年 10 月 12 日

５ 南地区 2024 年 10 月 13 日

６ 高ヶ坂・成瀬地区 2024 年 11 月 13 日

７ 鶴川地区 2024 年 11 月 21 日

８ 相原地区 2024 年 12 月 4 日

９ 町内会・自治会役員情報交換会 2025 年 9 月 20 日

（３）単一町内会・自治会

No 対象 日程

１ 鶴川地区の単一町内会・自治会 2024 年 11 月 5 日

２ 町田第二地区の単一町内会・自治会 2024 年 12 月 9 日

（４）青少年健全育成地区委員会

No 地区 日程

１ 小山田地区 2024 年 10 月 29 日

２ 忠生第六地区 2024 年 11 月 19 日

３ 忠生第三地区 2024 年 12 月 5 日

４ 町田中央地区 2025 年 1 月 9 日

（５）民生委員児童委員協議会

No 地区 日程

１ 南第二地区 2024 年 9 月 25 日

２ 忠生第一地区 2024 年 9 月 26 日

３ 町田第一地区 2024 年 9 月 30 日

（６）消防団

No 対象 日程

１ 組織強化担当会議 2024 年 11 月 8 日
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（７）まちづくり協議会

No 地区 日程

１ 小山田桜台地区 2024 年 12 月 6 日

２ 玉川学園地区 2024 年 12 月 6 日

（８）社会福祉協議会、地域活動サポートオフィス等

No 対象 日程

１ 町田市社会福祉協議会 2024 年 8 月 27 日

２ 町田市地域活動サポートオフィス 2024 年 8 月 27 日

３ 地区社会福祉協議会（玉川学園地区） 2024 年 8 月 27 日

４
まちだ福祉○ごとサポートセンター

地域福祉コーディネーター
2025 年 1 月 7 日

５ 町田市国際交流センター 2025 年 5 月 30 日

（９）冒険遊び場、子ども食堂

No 対象 日程

１ 冒険遊び場（鶴川地区） 2024 年 10 月 18 日

２ 子ども食堂（町田地区） 2024 年 10 月 18 日

３ 冒険遊び場つなぐ会 2025 年 6 月 17 日

４ 子ども食堂（南地区） 2025 年 6 月 20 日

５ 冒険遊び場（せりがや地区） 2025 年 12 月 4 日

（10）その他コーディネーター等

No 対象 日程

１ ケアマネジャー（役員会） 2024 年 11 月 28 日

２ ゼネラルボランティアコーディネーター（指導課） 2025 年 6 月 19 日

３ 生活支援コーディネーター（連絡会） 2025 年 6 月 20 日

４ 高齢者支援センター（南第三） 2025 年 7 月 9 日

５ 高齢者支援センター（堺第一） 2025 年 7 月 18 日

６ 高齢者支援センター（町田第三） 2025 年 7 月 22 日

７ 高齢者支援センター（忠生第一） 2025 年 7 月 29 日

（11）集会施設

No 訪問・ヒアリング等 日程

１ 玉川学園さくらんぼホール（施設管理委員会） 2025 年 12 月 2 日

２ 小野路公会堂（小野路町内会） 2025 年 12 月 5 日
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６ 他都市調査

No 訪問・ヒアリング等 日程

１ 青森市（浅虫地区及び油川地区） 2024 年 11 月 1 日

２ 横浜市瀬谷区民生委員児童委員協議会 2024 年 11 月 8 日

３ 大田区社会教育指導員 2024 年 11 月 18 日

４ 横浜市瀬谷区地域振興課（青少年指導員制度） 2025 年 2 月 13 日

５

岩手県一関市

（まちづくり推進課、山目地区まちづくり協議会、

いちのせき市民活動センター）

2025 年 3 月 4 日

６ 香川県丸亀市（川西地区、飯山南地区、岡田地区） 2025 年 3 月 23 日

７
愛媛県松山市

（まちづくり推進課、雄郡地区、堀江地区）
2025 年 8 月 18 日

８

香川県丸亀市

（地域づくり課、市民活動交流センターマルタス、

川西地区、城坤地区）

2025 年 8 月 19 日

９

香川県高松市

（協働コミュニティ推進課、国分寺北部校区、

多肥地区）

2025 年 8 月 20 日

10
兵庫県明石市

（明石コミュニティ創造協会、藤江地区）
2025 年 8 月 21 日

11
神奈川県茅ヶ崎市

（市民自治推進課、湘南地区まちぢから協議会）
2025 年 9 月 25 日

12 調布市（協働推進課、コミュニティ推進協力員） 2025 年 9 月 26 日

13
武蔵野市

（市民活動推進課、けやきコミュニティ協議会）
2025 年 9 月 30 日

14 三鷹市（コミュニティ創生課） 2025 年 10 月 9 日

７ アンケート調査

No 内容 日程

１
2024 年度市民アンケート調査

（回答数:3,472 件/10,000 件）
2024 年 8 月～9 月

２
2025 年度地域活動団体アンケート調査

（回答数:982 件/ 4,548 件）
2025 年 4 月～5 月

３
2025 年度町内会・自治会アンケート調査

（回答数:219 件/ 307 件）
2025 年 9 月～10 月
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資料 2 

市民アンケート調査の 

単純集計、調査票、地区別集計 

1. 調査の概要 

1.1. 調査目的 

本アンケートは、市民の皆様の地域との関わり、地域コミュニティに関する意識や活動

の現状、生活実態を把握することを目的に実施した。 

 

1.2. 調査項目 

Ⅰ   お住まいの地域について 

Ⅱ   お住まいの地域で取り組まなければならない課題について 

Ⅲ   町内会・自治会や自主的活動への参加状況について 

Ⅳ   活動のための場所について 

Ⅴ   町内会・自治会や自主的活動への今後の参加意向について 

Ⅵ   あなたの生活と相談機関について 

Ⅶ   あなた自身のことについて 

 

1.3. 調査設計 

（1）調査地域 町田市全域 

（2）調査対象 市内在住の 15 歳以上 80 歳未満の男女個人（2024 年 8 月 1 日現在） 

（3）対象者数 10,000 人 

（4）抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出（外国人を含む） 

（5）調査方法 郵送による配布、郵送及びインターネットによる回収 

（6）調査期間 2024 年 8 月～9 月 

 

1.4. 回収結果 

（1）調査件数   10,000 件 

（2）有効回収数  3,472 件（うち郵送回答 2,142 件、インターネット回答 1,330 件） 

（3）有効回収率      34.7% 

（4）回収状況  

  

巻末資料＜8＞



 

◆ 性別 

 
 

◆ 年齢 男性 

 
 

 

 

  

男性 49.2%

男性 39.3%

女性 50.8%

女性 57.9%

その他 1.9%

無回答 0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

対象者

（n=10,000）

有効回答

（n=3,472）

10歳代

6.6%

10歳代

4.9%

20歳代

14.2%

20歳代

5.7%

30歳代

12.8%

30歳代

8.2%

40歳代

17.9%

40歳代

15.0%

50歳代

21.5%

50歳代

24.2%

60歳代

13.8%

60歳代

20.0%

70歳以上

13.2%

70歳以上

2.0%

無回答

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

対象者

（n=4,916）

有効回答

（n=1,363）
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◆ 年齢 女性 

 
 

◆居住地区 

 
 

 

1.5. 地域区分 

郵便番号で回答を収集し、それを地区協議会のエリアに基づいて層化した。 

  

10歳代

6.0%

10歳代

3.0%

20歳代

13.1%

20歳代

6.6%

30歳代

12.6%

30歳代

10.1%

40歳代

17.2%

40歳代

16.1%

50歳代

20.2%

50歳代

21.2%

60歳代

14.3%

60歳代

19.0%

70歳以上

16.6%

70歳以上

23.0%

無回答

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

対象者

（n=5,084）

有効回答

（n=2,010）

南

17.2%

南

16.8%

高ヶ坂・成瀬

10.1%

高ヶ坂・成瀬

9.9%

原町田

4.1%

原町田

3.7%

町田第二

12.0%

町田第二

10.5%

玉川学園・南大谷

7.3%

玉川学園・南大谷

7.8%

木曽

12.2%

木曽

11.4%

忠生

21.0%

忠生

20.4%

小山・小山ヶ丘

7.6%

小山・小山ヶ丘

7.5%

相原

3.4%

相原

3.6%

無回答

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

対象者

（n=10,000）

有効回答

（n=3,472）
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2. 調査結果 

※ この調査結果を示すグラフは、基本的にマイクロソフトフォームズが自動生成した画

像を活用して編集したものである。グラフを見る際は以下の点にご留意いただきたい。 

 マイクロソフトフォームズの仕様により「無回答」は反映されていない。つまり、

無回答を除いた回答数を分母として割合が算出されグラフ化されている。 

 分岐設問では、回答該当者数を n として追記した。回答非該当者の回答が含まれて

いる場合があることや、無回答が反映されていないことなどにより、n とグラフ上

の全数とはわずかに異なる場合がある。 

※円グラフは、上部中央から選択肢の番号順に時計回りに並んでいる。 

 

 

Ⅰ お住いの地域について 

問 1:あなたは、自分が住んでいる「地域」という場合に、どの程度の範囲をイメージしますか。 

 
 

  

4.8%

(163) 8.5%

(290)
6.4%

(218)

22.4%

(766)

7.8%

(265)

4.8%

(163)20.8%

(711)

6.2%

(213)

15.1%

(516)

2.0%

(43)

1.3%

(69)

1 隣近所の範囲

2 住宅街や団地の範囲

3 「丁目」の範囲

4 町内会・自治会の範囲

5 最寄の小学校の通学範囲

6 最寄の中学校の通学範囲

7 「町」の範囲

8 合併前の1町4村の地区範囲

9 町田市全体

10 その他

11 わからない
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問 2:あなたは、あなたが現在お住まいの地域での暮らしやすさについて、どの程度満足し

ていますか。 

 
 

問 3:あなたは、お住まいの地域で安心して暮らしていくためには、特にどのようなことが

重要だと思いますか。

 
 

  

615

214

96

63

102

102

96

197

274

1,736

1,535

944

469

1,032

1,057

849

1,465

1,651

393

1,436

1,990

2,661

1,806

1,882

2,066

901

956

493

172

262

149

377

288

288

622

409

211

81

138

72

108

95

117

251

137

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

かなり満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 かなり不満

2,552

647

188

56

1,498

1,219

652

2,197

580

72

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

1. 買い物や交通の便利さ

2. 隣近所などとのお付き合い

3. 町内会・自治会の活動

4. 地域でのボランティア活動

5. 地域での防犯体制

6. 地域での防災体制

7. 地域の福祉・保健の相談体制

8. 病院などの医療体制

9. 地域の景観や街並み保全

10. その他
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問 4:日常生活に関することについて、お伺いします。 

①あなたがこれから、病気や事故で日常生活が不自由になったときや、高齢になったと

きに、お住まいの地域に頼みたいと思うことはありますか。 

 
 

②あなたの お住まいの地域 で、日常生活を送るうえで高齢、障がい、子育てなどで困

っている方がいた場合、頼まれたらできることはありますか。） 

 
 

  

2,251

1,885

1,313

1,691

1,045

1,716

2,917

2,562

1,056

1,420

1,995

1,604

2,103

1,557

403

739

1. 日常の安否確認の声がけ

2. ちょっとした買い物やゴミ出し

3. 食事を作ったり、掃除や洗濯の手伝い

4. 外出の手助け

5. 子どもの遊び相手

6. 話し相手や相談相手

7. 災害時避難の手助け

8. 具合が良くないときに病院や役所などへの連絡

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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4.外出の手助け

5.子どもの遊び相手

6.話し相手や相談相手

7.災害時避難の手助け

8.具合が良くないときに病院や役所などへの連絡
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問 5:あなたには、お住まいの地域に、いざというとき助け合える人や、信頼して相談でき

る人がいますか。 

 
 

問 6:お住まいの地域で住民同士の信頼感や助け合い意識を高めるには、どのようなきっか

けがあったら効果的だと思いますか。 

 
 

問 7:お住まいの地域に対して愛着や親しみを感じていますか。 

  

9.1%

(316)

52.2%

(1,804)

21.3%

(737)

17.3%

(598)
1. 5人以上いる

2. 1～4人いる

3. 一人もいない

4. わからない
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1,037

541
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2,664
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1. 行事やサークル等、身近な交流や親睦の機会がある

2. 地域の公園などを共同で管理する

3. 防災や防犯など地域の問題の解決に、一緒に取り組む

4. 身近なテーマについて、一緒に学べる講習会等がある

5. 地域の高齢者や子供の見守りやお世話を一緒に行う

6. あいさつや声を掛け合う

7. その他

8. わからない

36.2%

(1,249)

42.1%

(1,453)

13.5%

(467)

3.6%

(124)

4.7%

(164)

1.  感じている

2. やや感じている

3. あまり感じていない

4. 感じていない

5. わからない
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問 8:これからも、現在お住まいの地域に住み続けたいと思いますか。 

 
 

問 9:今度は特に、隣近所の方々とのお付き合いについてお伺いします。あなたは、隣近所

の方々と、どの程度のお付き合いをしていますか。 

 
 

No 選択肢 

１ 家を行き来したり、一緒に出かけたりする人がいる 

２ たがいに相談するなど、生活面で協力し合っている人がいる 

３ 立ち話をする人がいる 

４ 会ったらあいさつする人がいる 

５ 顔を知ってるだけの人がいる 

６ 全く顔も知らない人がいる 

７ その他 

  

24.3%

(839)

50.4%

(1,740)

3.0%

(104)

5.8%

(199)

16.6%

(507)
1. ぜひ住み続けたい

2. できれば住み続けたい

3. 町田市内の他の地域に住み替えたい

4. 町田市外に移りたい

5. わからない
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問 10:あなたは今後、隣近所の方々と、どの程度のお付き合いをしていきたいですか。 

 
 

 

Ⅱ お住いの地域で取り組まなければならない課題について 

問 11:あなたが関心をもっているお住まいの地域の課題は何ですか。 

 
  

7.3%

(251)

78.1%

(2,698)

12.2%

(423)

2.4%

(82)

1. 積極的に付き合いたい

2. ほどほどに付き合いたい

3. あまり付き合いたくない

4. 全く付き合いたくない

1,693

1,794

732

1,024

458

651

558
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217
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282
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466

189
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6. 緑地保全・地域美化

7. 地域活性化、まちづくり

8. 子育て支援

9. 青少年健全育成

10. 伝統芸能、祭り

11. 親睦・交流

12. ごみの減量、資源化

13. スポーツ、文化

14. 生活問題学習の機会づくり

15. 自治会活性化

16. 外国人との交流、相互理解

17. 地域交通・移動支援

18. 空き地、空き家

19. 居場所づくり

20. 地域活動IT化

21. その他

22. 課題はない

23. わからない
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問 11-1:問 11 で○をつけた地域課題の中で、当面、最も関心のある課題は何ですか。 
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13. スポーツ、文化

14. 生活問題学習の機会づくり

15. 自治会活性化

16. 外国人との交流、相互理解

17. 地域交通・移動支援

18. 空き地、空き家

19. 居場所づくり

20. 地域活動IT化

21. その他

n=3,073 
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問 11-2:問 11-1 で選択した課題に対して、現在、解決に向けた取り組みがどのように行

われていますか。 

 
No 選択肢 

1 住民が互いに協力し、自力で解決しようとしている 

2 住民がリーダーシップをとり、市の支援も得て解決しようとしている 

3 住民と市がお互いパートナーとして連携して解決しようとしている 

4 市がリーダーシップをとり、住民も協力して解決しようとしている 

5 市が全責任を持って解決しようとしている 

6 その他 

7 特になにも取り組みが行われていない 

8 どのような取り組みが行われているかわからない 

 

 

Ⅲ 町内会・自治会や自主的活動への参加状況について 

問 12: 今後、あなたのお住まいの地域で、課題解決のために住民の合意を形成していくに

は、どのような組織が中心となって取り組むべきだと思いますか。 
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172
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448

1,650
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23.3%

(775)
2.2%

(73)

10.3%

(344)
10.8%

(359)

46.0%

(1,530)

5.8%

(194)

1.5%

(51)

1. 町内会・自治会

2. 各種の市民活動団体が集まった会議体

3. 町内会・自治会や市民活動団体が集まった会議体

4. 特定の課題解決を目的に結成した自由参加の住民組織

5. 市などの行政機関

6. 社会福祉協議会などの専門機関

7. その他の組織

n=3,073 
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問 13:あなたの世帯では、町内会・自治会に加入していますか。 

 

 

問 13-1:町内会・自治会に加入している理由は何ですか。 

 
 

No. 選択肢 No. 選択肢 

1 加入するのは当たり前だから 5 近所の人々と親睦が深められるから 

2 親の世代から加入していたから 6 いざというとき助けてもらえるから 

3 近所から仲間はずれにされたくないから 7 地域を住みよくするために役立ちたいから 

4 生活に必要な情報が得られるから 8 その他 

 

  

59.8%

(2,059)

40.2%

(1,387)1. 加入

2. 未加入
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n=2,059 
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問 13-2: ふだんの町内会・自治会との関わり方についてお伺いします。 

 
 

No 選択肢 

1 組織の役員や活動のリーダー役をできるだけ引き受けて活動している 

2 会合や行事などの際は、できるだけ手伝うようにしている 

3 都合がつくときは、行事や総会などに顔を出すようにしている 

4 会合や活動には、ほとんど参加していない 

 

  

7.4%

(149) 13.4%

(266)

32.8%

(649)

46.4%

(922)

1. 役員やリーダー役

2. できるだけ参加

3. 都合が付けば参加

4. ほとんど参加していない

n=2,059 

巻末資料＜20＞



 

問 13-3:あなたの世帯が加入している町内会・自治会では、現在、どのような組織の運営

や活動上の課題がありますか。 

 
 

No 選択肢 

1 役員を引き受ける人が少なくなってきた 

2 会員が高齢化して、活動全般の運営が滞ってきた 

3 従来からのリーダー層と、若い世代や転入者のリーダー層との間で、運営や活

動の仕方を巡って摩擦が起きてきた 

4 個人情報の取り扱いが厳しくなり、会員の連絡網づくりや、災害時等に援助が

必要なお宅の確認が難しくなってきた 

5 退会を申し出る会員が増加してきた 

6 町内会館や集会施設の維持管理について、会員の合意が得られない 

7 地域の事業者や住民等からの寄付が減少してきた 

8 新規転入世帯に加入の勧誘をしても、断られることが増えてきた 

9 特定の人達が長く役職についていて自由な議論や企画提案がしにくい 

10 その他 

11 わからない 

 

問 13-4: 現在お住まいの地域で町内会・自治会に加入していたことはありますか。 
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67.5%

(923)

28.2%

(386)

4.3%

(61)

1. 一度も加入したことはない

2. 加入していたが、退会した

3. その他

n=2,059 
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問 13-5:町内会・自治会に加入していない理由は何ですか。 

 
 

問 14:町田市では、町内会・自治会や地域の諸団体、住民の方々などが集まって、各地区

ごとに（市内で 10 地区）「地区協議会」というネットワーク組織を設置しています。あな

たは「地区協議会」をご存知ですか。 

 
 

  

466146

326

124

151

214

359

72

228

111

135

89

184

1. 活動時間を取ることができないから

2. 近所の人と関わるのが面倒だから

3. 加入するきっかけがないから

4. 申込方法がわからないから

5. 会費を負担したくないから

6. 町内会・自治会の活動の必要性を感じていないから

7. 役員になると忙しくて大変だから

8. 今住んでいる所に長く住むつもりがないから

9. 町内会・自治会の活動に制約されたくないから

10. 町内会・自治会の雰囲気になじめないから

11. 町内会・自治会があることを知らなかった

12. 住んでいる地域に町内会・自治会がない

13.その他

0 100 200 300 400 500

3.9%

(134)

28.7%

(973)

67.4%

(2.288)

1. 内容まで含めて知っている

2. 名前は知っている

3. 知らない

n=1,387 
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問 15:町内会・自治会の他に、現在、参加されている地域住民等による自主的な活動はあ

りますか。 

 
 

No 選択肢 

1 町内会・自治会と関連する活動（子ども会、老人クラブ、自主防災組織等） 

2 地区協議会の活動 

3 行政への協力、公的社会貢献活動（民生委員・児童委員・主任児童委員、青少年健全育成委員、

スポーツ推進委員、消防団、公共施設の運営委員会、PTA 等） 

4 生活環境の改善や地域の課題を解決するための活動 

（リサイクル促進、コミュニティバス等の運行、子育て・高齢者・障がい者支援、伝統芸能の継承等） 

5 趣味のサークルやグループ活動（文化、学習、健康、スポーツ等） 

6 何も参加していない 

7 その他 

 

問 15-1:活動に参加している理由は何ですか。 
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4. 生活環境の改善や地域の課題を解決するための活動

5. 趣味のサークルやグループ活動

6. その他のボランティア、助け合い活動

7. 何も参加していない
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95
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1. 自分の時間を充実させるため

2. 社会の役に立つため

3. 仲間や友達をつくるため

4. 自分の知識や技術を役立てたり、高めたりしたいため

5. 親しい人が参加しているため

6. その他

n=646 
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問 15-2: 活動に参加するようになった直接のきっかけは何ですか。 

 

 

問 15-3:活動に参加していない理由は何ですか。 

 
 

問 16:あなたが、お住まいの地域で参加している活動のグループ・団体の数はいくつですか。 
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1. PTAや子ども会等子どもの活動を通して
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5. テレビやインターネット等を通して

6. 団体の開催した行事等を通して

7. 友人、知人を通して

8. チラシ、ポスターなど広告物を見て

9. その他

10. 特にきっかけはない
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475

666

248

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

1. 活動する時間を取ることができないため
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4. 参加するきっかけがないため

5. 活動に参加する必要性を感じていないため

6. 参加することに興味や関心がないため

7. その他
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(30)

1. 1つ

2. 2つ

3. 3つ

3. 4つ以上

n=2,740 
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問 17:あなたは、お住まいの地域で、活動に参加する時間が 1 週間にどのくらいありますか。 

 
 

問 18:あなたがお住まいの地域で現在取り組んでいる主な活動テーマは何ですか。 

 
  

68.3%

(851)

15.5%
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11.9%
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(36)
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(14)
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5. 健康づくり

6. 緑地保全・地域美化

7. 地域の活性化、まちづくり

8. 子育てへの支援

9. 青少年の健全育成

10. 地域の伝統芸能・祭りの継承や保存

11. 住民同士の親睦・交流

12. ごみの減量・資源化

13. スポーツ・文化活動の活性化

14. 学習の機会づくり

15. 町内会・自治会の活性化、組織化

16. 外国人との交流、相互理解

17. 地域の交通・移動支援

18. 空き地・空き家問題

19. 身近な居場所づくり

20. 地域活動のIT化の推進

21. その他

22. 特にテーマはない

n=2,195 

n=2,195 
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問 19:あなたは、お住まいの地域で公益的な活動（町内会・自治会の役員や街の清掃な

ど）に参加する場合、報酬については一般論としてどうあるべきだと思いますか。 

 
 

問 20:あなたは、お住まいの地域以外で、何かサークルやボランティア等の自主的な活動

に参加していますか。 

 
 

Ⅳ 活動のための場所について 

問 21: 自主的な活動に利用できる次の施設についてお伺いします。 

No 選択肢 

１ 市民センター・コミュニティセンター 

２ 子どもセンター・青少年施設 

３ 集会所・町内会館 

４ 小中学校の学校開放 

５ 公園・広場 

６ 公営のスポーツ施設 

７ 民間の事業所が地域に提供している集会所やコミュニティカフェ（カフェ形式の居場所のこと） 

15.6%

(519)

37.5%

(1,251)15.2%

(507)

12.9%

(429)

2.1%

(70)

16.7%

(557)1. 活動した分に応じて報酬が支払われるべきだ

2.活動に使った実費・経費は支払われるべきだ

3. 多少の謝礼があるべきだ

4. 無報酬であるべきだ

5. その他

6. わからない
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1. 運動・スポーツに関する活動
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3. 子どもを対象にした活動

4. 高齢者を対象にした活動

5. 防犯・交通安全に関する活動

6. 地域防災に関する活動

7. 自然や環境を守るための活動

8. 居場所づくりの活動

9. SNS等オンライン上のコミュニティ

10. その他

11. 参加していない

巻末資料＜26＞



 

①具体的に名前や場所を知っていますか。 

 
 

②町内会・自治会や地域の自主活動等で利用したことがありますか。 

 
 

③今後、もっと活用したいですか。 

 
 

2,981

1,844

2,541

1,789

2,974

2,316

675

401

1,467

813

1,522

360

1,008

2,643

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

名前や場所を知っている 知らない

1,791

927

1,491

685

2,218

1,274

170

1,552

2,344

1,829

2,588

1,083

2,027

3,111

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

利用したことがある 利用したことがない

1,209

582

661

582

1,622

1,443

701

2,066

2,635

2,588

2,645

1,625

1,802

2,539

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

もっと活用したい わからない
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問 22:お住まいの地域の中で、自主的な活動のために利用したい場所はありますか。 

 
 

Ⅴ 町内会・自治会や自主的活動への今後の参加意向について 

問 23:あなたは、今後 4～5 年を見通して、お住まいの地域でどのような種類の地域活動

に参加したいと思いますか。 

 
 

No 選択肢 

1 町内会・自治会の活動 

2 町内会・自治会と関連する活動（子ども会、老人クラブ、自主防災組織等） 

3 地区協議会の活動 

4 行政への協力、公的社会貢献活動（民生委員・児童委員・主任児童委員、青少年健全育成委員、

スポーツ推進委員、消防団、公共施設の運営委員会、PTA 等） 

5 生活環境の改善や地域の課題を解決するための活動 

（リサイクル促進、コミュニティバス等の運行、子育て・高齢者・障がい者支援、伝統芸能の継承等） 

6 趣味のサークルやグループ活動（文化、学習、健康、スポーツ等） 

7 その他 

8 どれにも参加したくない 

278

857

821

571

623

220

365

241

572

182

60

1,405

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

1. 自宅や仲間の家など個人の家屋

2. 近隣の商店や飲食店

3. 民間企業の施設（会議室、スポーツ施設など）

4. 銭湯、健康ランド

5. 大学、高校、専門学校などの教育施設

6. 農地や雑木林

7. 神社・仏閣、協会などの施設

8. 空き家、空き店舗

9. 民間の事業所が地域に提供している集会所等

10. 道路や施設のための遊休地

11. その他

12. 特にない

763

493

76

205

491 1,302

105

1,232

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

1. 町内会・自治会の活動

2. 町内会・自治会と関連する活動

3. 地区協議会の活動

4. 行政への協力、公的社会貢献活動

5. 生活環境の改善や地域の課題を解決するための活動

6. 趣味のサークルやグループ活動

7. その他のボランティア、助け合い活動

8. 何も参加したくない
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問 23-1:今後、参加する活動で特に取り組みたいと思うテーマは何ですか。 

 

  

652

779

244

419

673

334

284

401

142

168

345

274

510

212

198

193

188

107

320

108

33

165

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

1. 地域の防犯、治安の向上

2. 防災、災害時の対応

3. 交通安全

4. 高齢者や障がい者への支援

5. 健康づくり

6. 緑地保全・地域美化

7. 地域の活性化、まちづくり

8. 子育てへの支援

9. 青少年の健全育成

10. 地域の伝統芸能・祭り継承や保存

11. 住民同士の親睦・交流

12. ごみの減量・資源化

13. スポーツ・文化活動の活性化

14. 学習の機会づくり

15. 町内会・自治会の活性化、組織化

16. 外国人との交流、相互理解

17. 地域の交通・移動支援

18. 空き地・空き家問題

19. 身近な居場所づくり

20. 地域活動のIT化の推進

21. その他

22. 取り組んでみたいテーマはない

n=2,127 

巻末資料＜29＞



 

問 24:お住まいの地域の活動が、もっと参加しやすいものとなるためには、どのようなこ

とが必要だと思いますか。 

 
No 選択肢 

1 活動に関する情報をもっと PR する 

2 活動の内容がマンネリ化しないよう魅力的なものにする 

3 参加しやすい曜日や時間を設定する 

4 活動内容や役割を選べるようにする 

5 役員やリーダーを任期制にするなど、特定の人にずっと負担がかからないようにする 

6 成果や貢献が具体的に見えたり、実感できるよう工夫する 

7 しがらみがあって参加したらやめられないなど、閉鎖的な雰囲気をなくす 

8 会員にならなくても、活動メンバーとして参加できるようにする 

9 特定のイベントのみの参加、インターネット上での参加など、多様な参加方法を用意する 

10 地域内の様々な住民組織、活動団体が連携して、一緒に取り組める活動をする 

11 参加した人が、なんらかのメリットを得られるようにする 

12 参加者の意見を尊重し、民主的な運営をする 

13 その他 

14 わからない 

 

  

1,487642

1,083

646

726

404
1,132

1,209

995

215

675

453

108

519

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

1. PR

2. 活動を魅力的に

3. 曜日・時間帯

4. 活動内容、役割選択可

5. 特定の人への負担過剰を避ける

6. 成果・貢献の実感

7. 開放的な雰囲気

8. 会員にならずに活動メンバーに

9. 多様な参加形態

10. 多様な団体の連携

11. 参加のメリット

12. 民主的な運営

13. その他

14. わからない
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問 25:仮にあなたがお住まいの地域の活動に参加するとしたら、どのような曜日、時間帯

が参加しやすいですか。 

 
 

Ⅵ あなたの生活と相談機関について 

問 26:同居されている方に、次のような方はいますか。 

 
 

問 26-1:「ひきこもり」の状態にある方の年齢は次のどれですか。 

 

762

689

461

1,194

816

399

225

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

1. 平日の午前

2. 平日の午後の昼間

3. 平日の夜間

4. 週末や祝日の午前

5. 週末や祝日の午後の昼間

6. 週末や祝日の夜間

7. その他

20

300

702

609

640

43

134

215

1,231

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

1. 妊産婦

2. 小学校入学前の乳幼児

3. 小学生・中学生・高校生など

4. 65～74歳の方

5. 75歳以上の方

6. ひきこもりの状態にある方

7. 日常生活を送る上で介助を必要とする方

8. 心身に障がいのある方

9. 該当する人はいない

6.0%

(5)

7.2%

(6)

14.5%

(12)

18.1%

(15)6.0%

(5)

9.6%

(8)
6.0%

(5)

7.2%

(6)

25.3%

(21)

1. 小学生・中学生

2. 10歳代(中学校卒業後)

3. 20歳代

4. 30歳代

5. 40歳代

6. 50歳代

7. 60歳代

8. 70歳以上

9. わからない

n=43 
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問 26-2: ご家族がひきこもりの状態にある方にどのような支援を望むか、最もあてはま

るものを選択してください。 

 
 

問 27: あなたが、毎日のくらしのなかで、困っていることはありますか。 

（1）健康のこと 

 
 

（2）子育てのこと 

 

17.8%

(18)

14.9%

(15)

13.9%

(14)
22.8%

(23)

30.7%

(31)

1. 家族や本人の悩み相談を聞いてほしい

2. 本人に合いそうな就労先、就労訓練機関を紹介してほしい

3. 本人に合いそうな居場所・コミュニティ・サークル等を紹介してほしい

4. 本人に合いそうな医療機関やカウンセリング機関を紹介してほしい

5. そっとしておいてほしい

36

155

95

225

18

303

91

117

2,527

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

1. 一人で通院するのが難しいが、付き添ってくれる人がいない

2. 健康について気になることがあるが、相談先がわからない

3. 病気で働くことができない

4. 身近に専門的に治療を行う病院がない

5. 薬の管理が苦手で、自分の薬の管理ができない

6. 通院・治療費用が大きな負担になっている

7. その他

8. 上記の困りごとについて家族が困っている

9. 特にない

114

115

181

58

37

68

292

23

70

40

2,556

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

1. 子育てで、十分に休養・睡眠がとれない

2. 子育てで、自由に外出できない

3. 子育てで、余暇や趣味の時間を持てない

4. 子育てで、働くことができない

5. 子育ての相談をできる人がいない

6. 子育てを手助けしてくれる人がいない

7. 養育・進学費用が大きな負担になっている

8. 子どもがひきこもり・不登校である

9. その他

10. 上記の困りごとについて家族が困っている

11. 特にない

n=43 
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（3）介護のこと 

 
 

（4）経済的なこと 

 
 

（5）住まいのこと 

 
 

45

84

73

21

64

49

71

69

80

2,843

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

1. 介護で、十分に休養・睡眠がとれない

2. 介護で、自由に外出できない

3. 介護で、余暇や趣味の時間が持てない

4. 介護で、働くことができない

5. 介護の相談をできる人がいない

6. 介護を手助けしてくれる人がいない

7. 介護費用が大きな負担になっている

8. その他

9. 上記の困りごとについて家族が困っている

10. 特にない

654

64

201

86

64

114

85

2,188

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

1. 仕事をしているが、収入が十分でない

2. 休職中のため収入がない

3. 仕事をしていないため、収入がない

4. 仕事をしていない親族の生活費を負担している

5. 家計管理が苦手であり、生活に支障が出ている

6. その他

7. 上記の困りごとについて家族が困っている

8. 特にない

252

28

21

299

207

119

66

2,396

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

1. 家賃が高く、大きな負担になっている

2. 住まいを借りたいが、保証人になってくれる人がいない

3. 住まいを借りたいが、自身の年齢や障がいなどで借りられない

4. 住まいが老朽化しているが、住み替え・改築ができない

5. 段差などに不安があるが、住まいがバリアフリーになっていない

6. その他

7. 上記の困りごとについて家族が困っている

8. 特にない
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問 28:あなたは、悩みごとや困りごとを相談できる相手（機関も含む）はいますか。 

 
 

問 28-1: あなたの相談できる相手は、誰ですか。 

 
  

52.8%

(1.948)31.3%

(1,157)

15.9%

(586)1. 身近にいる（徒歩30分未満）

2. 遠くにいる（徒歩30分以上）

3. いない

2,505

1,779

325

139

265

16

90

47

15

10

80

42

13

94

51

44

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

1. 家族・親戚

2. 友人・知人

3. 近所の人

4. 市役所

5. 病院など医療機関

6. 社会福祉協議会

7. 福祉施設・福祉サービス提供事業所

8. 町内会・自治会

9. 民生委員・児童委員・主任児童委員

10. ボランティア団体・NPO

11. 高齢者支援センター

12. 障がい者支援センター

13. 子ども家庭センター

14. 保育園・幼稚園・認定こども園・学校

15. 弁護士、司法書士等の法律サービス

16. その他

n=2,754 
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問 29: あなたは、次の福祉に関わる相談窓口・機関などを知っていますか。 

①名前を 

 
 

②利用したことが 

 

  

1,990

2,057

1,888

1,209

982

1,203

1,626

1,107

941

497

1,368

1,298

1,446

2,074

2,302

2,079

1,691

2,203

2,354

2,812

民生委員・児童委員・主任児童委員

高齢者支援センター

障がい者支援センター

子ども家庭センター

子ども発達センター

地域子育て相談センター

社会福祉協議会

町田ボランティアセンター

生活・就労相談窓口

まちだ福祉○ごとサポートセンター

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前を知っている 名前を知らない

97

408

210

97

159

193

156

93

68

21

3,206

2,898

3,070

3,139

3,069

3,032

3,105

3,169

3,184

3,237

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民生委員・児童委員・主任児童委員

高齢者支援センター

障がい者支援センター

子ども家庭センター

子ども発達センター

地域子育て相談センター

社会福祉協議会

町田ボランティアセンター

生活・就労相談窓口

まちだ福祉○ごとサポートセンター

利用したことがある 利用したことがない
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③利用したい 

 
 

Ⅶ あなた自身のことについて 

問 30:あなた（あて名のご本人）の性別を教えてください。 

 

  

242

652

275

180

176

232

288

332

270

261

3,006 

2,598 

2,949 

3,007 

3,008 

2,946 

2,923 

2,890 

2,938 

2,952 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

民生委員・児童委員・主任児童委員

高齢者支援センター

障がい者支援センター

子ども家庭センター

子ども発達センター

地域子育て相談センター

社会福祉協議会

町田ボランティアセンター

生活・就労相談窓口

まちだ福祉○ごとサポートセンター

今後利用したい わからない

39.6%

(1,363)

58.4%

(2,010)

1.9%

(67)

1. 男性

2. 女性

3. その他または答えない
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問 31:あなたの 2024 年 10 月 1 日現在の年齢を教えてください。 

（※グラフは 10 歳単位で層化しました） 

 
 

問 32: あなたのお住まいの郵便番号を教えてください。 

 
 

 

  

3.9%

(131)

5.9%

(199)

9.4%

(318)

16.1%

(546)

23.0%

(778)

19.5%

(659)

22.3%

(757)

1. 10歳代

2. 20歳代

3. 30歳代

4. 40歳代

5. 50歳代

6. 60歳代

7. 70歳代

17.4%

(584)

10.2%

(342)3.9%

(129)

10.8%

(363)8.1%

(271)

5.0%

(167)

11.8%

(396)

21.1%

(707)

7.8%

(262)

3.8%

(126)

1. 南

2. 高ヶ坂・成瀬

3. 原町田

4. 町田第二

5. 玉川学園・南大谷

6. 木曽

7.忠生

8.鶴川

9.小山・小山ヶ丘

10. 相原
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問 33:あなたは現在お住まいの地域にどのくらい住んでいますか。 

 
 

問 34: あなたに配偶者（パートナーを含む）はいますか。 

 
 

問 35:現在あなたと一緒にお住まいの方に〇をつけてください。 

 
 

 

 

 

3.2%

(111)

11.0%

(378)

11.4%

(390)

24.2%

(828)

24.3%

(831)

25.9%

(837)

1. 1年未満

2. 1年以上5年未満

3. 5年以上10年未満

4. 10年以上20年未満

5. 20年以上30年未満

6. 30年以上

19.9%

(678)

70.7%

(2,404)

4.5%

(154)

4.9%

(166)

1. 未婚

2. 配偶者（パートナー）あり

3. 死別

4. 離婚

354

2,315669

1,496

269

48

81

54

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

1. 一人で住んでいる

2. 配偶者

3. 父母（配偶者の父母を含む）

4. 子

5. 兄弟姉妹

6. 祖父母（配偶者の祖父母を含む）

7. 孫

8. その他
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問 36:昨年の年間の世帯の総収入はいくらですか。 

 
 

問 37:あなたのお住まいの形態は、次のどれにあたりますか 

 

  

9.1%

(307)

18.8%

(635)

16.8%

(568)13.0%

(440)

10.7%

(360)

11.0%

(371)

4.7%

(157)

15.9%

(536)

1. 200万円未満

2. 200万円以上～400万円未満

3. 400万円以上～600万円未満

4. 600万円以上～800万円未満

5. 800万円以上～1,000万円未満

6. 1,000万円以上～1,500万円未満

7. 1,500万円以上

8. わからない・答えない

64.2%

(2,194)
2.6%

(90)

15.3%

(524)

9.8%

(334)

3.7%

(126)

2.9%

(98)

0.7%

(25)

0.2%

(8) 0.6%

(21)

1. 持ち家一戸建て

2. 賃貸一戸建て

3. 分譲集合住宅（マンションなど）

4. 民間の賃貸住宅（アパートなど）

5. 都市機構（旧公団）・公社の賃貸住宅

6. 公営住宅（都営・市営）

7. 社宅・官舎・寮

8. 間借り

9. その他
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問 37-1:お住いの集合住宅での住民活動の状況についてお伺いします。 

 
 

No 選択肢 

1 居住環境改善、親睦ともに活動が活発に行われている 

2 居住環境改善のための活動は活発に行われているが、親睦活動はあまり行われていない 

3 親睦活動は活発に行われているが、その他の活動はあまり行われていない 

4 居住環境改善、親睦共にほとんど行われず、理事会や総会が開催されているだけ 

5 参加していないので分からない 

6 その他 

 

問 38:あなたの職業についてお伺いします。 

 
  

115

142
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128

11
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1
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6

36.6%

(1,236)

18.2%

(614)
5.3%

(180)

0.1%

(5)

17.5%

590)

5.4%

(181)

2.2%

(497) 14.7%

(73)

1. 会社員、公務員、団体職員

2. パート、アルバイト

3. 商工業等の会社経営・自営業・自由業

4. 農林業等の自営業

5. 主婦・主夫（家事専業）

6. 学生(大学のほか、高校、高等専門学校、専門学校を含む)

7. その他

8. 無職

n=524 
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問 38-1: あなたの通勤・通学先は、どちらですか。 

 
 

問 39:あなたが最後に卒業（中退を含む）した、または現在、在学している学校はどれですか。 

 

問 40:あなたは、日ごろ、家事、育児、介護、学校または仕事以外で自由に行動できる時

間（睡眠時間を除く）は、1 週間にどのくらいありますか。 

 

  

7.9%

(181)

33.3%

(762)

10.3%

(235)

19.6%

(448)

26.9%

(617)

2.1%

(48)

1. 主にリモートワーク（週の半分以上）

2. 町田市内

3. 町田市以外の東京市町村

4. 東京都23区

5. 神奈川県

6. その他の県

2.7%

(91)

24.9%

(841)

12.1%

(407)
14.3%

(484))

39.8%

(1,342)

5.7%

(192)

0.5%

(18)

1. 中学校

2. 高等学校

3. 専門学校

4. 高等専門学校・短期大学

5. 大学

6. 大学院

7. その他

12.9%

(436)

16.7%

(566)

25.6%

(865)

24.1%

(815)

14.1%

(477)

6.6%

(222)1.  ほとんどない

2.  10時間程度まで

3.  10～20時間程度

4.  20～40時間程度

5.  40～70時間程度

6.  70時間以上

n=2,288 
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問 41: あなたは現在どの程度幸せですか。1（幸せではない）～10（幸せである）の 10

段階でお答えください。 

 
 

3. 調査票 

次ページ以降に記載 
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ご協力のお願い 

市民の皆様には、平素から市政にご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

近年、価値観やライフスタイルの多様化、新型コロナウイルス感染症の影響による地域活

動の縮小、民生委員や消防団員等の担い手の減少などにより、地域コミュニティが希薄化し

ているといわれています。 

町田市では持続可能な地域社会をつくり、地域ぐるみで見守り合い、助け合える場づくり

を目指すため、法政大学と共同で地域コミュニティに関する研究を行っております。本アン

ケートの結果は、市民の皆様の地域との関わり、地域コミュニティに関する意識や活動の現

状、生活実態を把握し、今後の施策を検討する貴重な資料として活用させていただきます。

本アンケートの対象として、２０２４年８月１日現在市内にお住まいの１５歳以上８０歳

未満の方を住民基本台帳から無作為に１０，０００人抽出したところ、あなたに回答をお願

いすることになりました。無記名でお答えいただいた内容は、統計的に処理するため、 

記入者が特定されることはありません。お考えのままをご記入ください。 

お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、本アンケートにご協力くださいますよう、お

願い申し上げます。 

２０２４年８月 

町田市長 石阪 丈一 

＜回答方法について＞ 
回答は「郵送」または「インターネット」のいずれかの方法で行うことができます。 

郵送で回答する場合 
本アンケートに回答をご記入いただき、同封いたしましたアンケート回収用封筒に入れて

期限までにお近くのポストへご投函ください（切手を貼る必要はございません）。 

インターネットで回答する場合
パソコンまたはスマートフォン、タブレットで、以下の（１）、（２）いずれかの方法で 

回答フォームにアクセスし、期限までに回答を入力、送信してください。 

（１）２次元コードを読み取り回答フォームにアクセス

（２）ＵＲＬを直接入力し、回答フォームにアクセス

ＵＲＬ：https://forms.office.com/r/2QFhZDW3AR

 

 

【 問合せ先 】 

町田市市民部市民協働推進課  

〒194-8520 東京都町田市森野 2-2-22  

ＴＥＬ：042（724）4362  ＦＡＸ：050（3085）6517 

回答期限：２０２４年９月２５日（水）まで 

地域コミュニティに関する市民アンケート 
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■ 回答に際してのお願い

▶アンケートをお送りしたお名前のご本人がお答えください。

※ご本人が長期不在等で回答できない場合は、回答いただく必要はありません。

お手数ですが、この調査票は破棄してください。

▶回答は、おおむね最近１年間程度の状況でお答えください。

▶回答のご記入は、ボールペンまたは鉛筆をお使いください。

▶回答は質問ごとに、選択肢から選んでいただく形式です（一部、自由記述があります）。

▶選んでいただく数は、「１つだけ」、「３つまで」、「いくつでも」等と指定されています。

指定数よりも多く選択された場合、集計上無効となってしまいます。
▶選択肢「その他」を選んだ場合は、枠内に具体的な内容をご記入ください。

▶回答に迷う場合は、あなたのお考えにできるだけ近いものをお選びください。

▶回答の記入方法は、郵送回答では選択肢の番号に〇印を記入し、

インターネット回答では選択肢をクリックして（押して）ください。

▶回答を修正する場合は、郵送回答では〇印を二重線で消し、

インターネット回答では、再度、選択肢を選び直してください。

▶調査についてのお問い合わせは、表紙の問合せ先までお願いいたします。

インターネット回答の画面イメージ（スマートフォンの場合） 

選択肢を 
クリックすると
印がつきます。

正常に動かなくなるため、ブラウザや 
スマートフォンの『＜』（戻る）、

『＞』（進む）は使用しないでください。

更新ボタン  は 
使用しないで 
ください。 

回答が終了したら最下部の 
「送信」をクリックしてください。 
回答が送信されます。 

※送信後は、修正・再回答は
できません。

① ② 

③ 

この画面が表示されれば 
回答終了です。 

巻末資料＜44＞



あなたは、自分が住んでいる「地域」という場合に、どの程度の範囲をイメージしますか。

（○は1つ）

隣近所の範囲 「町」の範囲

住宅街や団地の範囲 合併前の1町4村の地区範囲(町田、南、鶴川、忠生、堺)

「丁目」の範囲 町田市全体

町内会・自治会の範囲 その他（　 ）

最寄の小学校の通学範囲 わからない

最寄の中学校の通学範囲

あなたは、あなたが現在 お住まいの地域 での暮らしやすさについて、どの程度満足して

いますか。 （1から9について、それぞれ◯を1つずつ)

か
な
り
満
足

ま
あ
満
足

や
や
不
満

か
な
り
不
満

1 ） 買い物や交通の便利さ 1 2 3 4 5

2 ） 隣近所などとのお付き合い 1 2 3 4 5

3 ） 町内会・自治会の活動 1 2 3 4 5

4 ） 地域でのボランティア活動 1 2 3 4 5

5 ） 地域の防犯体制 1 2 3 4 5

6 ） 地域の防災体制 1 2 3 4 5

7 ） 地域の福祉・保健の相談体制 1 2 3 4 5

8 ） 病院などの医療体制 1 2 3 4 5

9 ） 地域の景観や街並み保全 1 2 3 4 5

あなたは、お住まいの地域 で安心して暮らしていくためには、特にどのようなことが重要

だと思いますか。 （○は3つまで）

買い物や交通の便利さ 地域の防災体制

隣近所などとのお付き合い 地域の福祉・保健の相談体制

町内会・自治会の活動 病院などの医療体制

地域でのボランティア活動 地域の景観や街並み保全

地域の防犯体制 その他（ )

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

8

1

9

5 10

4

3

問1

1

2

3

4

問3

6

2 7

6

7

8

9

10

115

問2

満　足　度

質　問　内　容

Ⅰ お住まいの地域について
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日常生活に関することについて、お伺いします。

あなたがこれから、病気や事故で日常生活が不自由になったときや、高齢になったと

きに、お住まいの地域 に頼みたいと思うことはありますか。

あなたの お住まいの地域 で、日常生活を送るうえで高齢、障がい、子育てなどで困っ

ている方がいた場合、頼まれたらできることはありますか。

（1から9について、①と②のそれぞれ1つに◯)

で
き
る

1 ） 日常での安否確認の声がけ 1 2 1 2

2 ） ちょっとした買い物やゴミ出し 1 2 1 2

3 ） 食事を作ったり、掃除や洗濯の手伝い 1 2 1 2

4 ） 外出の手助け 1 2 1 2

5 ） 子どもの遊び相手 1 2 1 2

6 ） 話し相手や相談相手 1 2 1 2

7 ） 災害時避難の手助け 1 2 1 2

8 ） 具合が良くないときに、病院や市役所などへの連絡 1 2 1 2

9 ） その他 ①頼みたいこと（ ）

②頼まれたらできること（ ）

あなたには、お住まいの地域 に、いざというとき助け合える人や、信頼して相談できる人

がいますか。 （○は1つ）

5人以上いる 1～4人いる 一人もいない わからない

お住まいの地域 で住民同士の信頼感や助け合い意識を高めるには、どのようなきっかけが

あったら効果的だと思いますか。 （〇はいくつでも）

行事やサークル等、身近な交流や親睦の機会がある あいさつや声を掛け合う

地域の公園などを共同で管理する その他

防災や防犯など地域の問題の解決に、一緒に取り組む （ ）

身近なテーマについて、一緒に学べる講習会等がある わからない

地域の高齢者や子どもの見守りやお世話を一緒に行う

で
き

な
い

2 4

8

頼みたいことと、できること

質　問　内　容

①頼みたいこと
②頼まれたら
できること

問6

2

頼
み
た

く
な
い

1

1

問5

3

4

5

①

6

7

頼
み

た
い

②

問4

3
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お住まいの地域 に対して愛着や親しみを感じていますか。 （○は1つ）

感じている あまり感じていない わからない

やや感じている 感じていない

これからも、現在 お住まいの地域 に住み続けたいと思いますか。 （○は1つ）

ぜひ、住み続けたい 町田市内の他の地域へ住み替えたい

できれば、住み続けたい 町田市外に移りたい

わからない

今度は特に、隣近所の方々 とのお付き合いについてお伺いします。あなたは、

隣近所の方々 と、どの程度のお付き合いをしていますか。 （〇はいくつでも）

家を行き来したり、一緒に出かけたりする人がいる

たがいに相談するなど、生活面で協力し合っている人がいる

立ち話をする人がいる

会ったらあいさつをする人がいる 全く顔も知らない人がいる

顔を知っているだけの人がいる その他（ ）

あなたは今後、隣近所の方々 と、どの程度のお付き合いをしていきたいですか。

（○は1つ）

積極的に付き合いたい あまり付き合いたくない

ほどほどに付き合いたい（問9の3や4程度） 全く付き合いたくない

あなたが関心をもっている お住まいの地域 の課題は何ですか。 （〇は5つまで）

地域の防犯、治安の向上 スポーツ・文化活動の活性化（運動会や

防災、災害時の対応 文化祭等）

交通安全 学習の機会づくり（生活問題や制度や法

高齢者・障がい者への支援 律等）

健康づくり 町内会・自治会の活性化、組織化

緑地保全・地域美化 外国人との交流、相互理解

地域の活性化、まちづくり 地域の交通・移動支援

子育てへの支援 空き地・空き家問題

青少年の健全育成 身近な居場所づくり

地域の伝統芸能・祭りの継承や保存 地域活動のIT化の推進

住民同士の親睦・交流 その他（ ）

ごみの減量、資源化

特に問題や課題はないと思う 問12にお進

問11-1にお進みください わからない、知らない みください

6

7
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4

3

2

3

4

3

4
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8
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1

2

問11

問8
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問7
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問9

1

2
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5

Ⅱ お住まいの地域で取り組まなければならない課題について
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(問11で「1～21」とお答えの方へ、お伺いします)

問11-1 問11で○をつけた地域課題の中で、当面、最も関心のある課題は何ですか。

（あてはまる番号を1つ、右詰めで記入してください）

番

(ひきつづき、問11で「1～21」とお答えの方へお伺いします)

問11-2 問11-1で選択した課題に対して、現在、解決に向けた取り組みがどのように行われ

ていますか。 （○は1つ）

住民が互いに協力し、自力で解決しようとしている

住民がリーダーシップをとり、市の支援も得て解決しようとしている

住民と市がお互いパートナーとして連携して解決しようとしている

市がリーダーシップをとり、住民も協力して解決しようとしている

市が全責任を持って解決しようとしている

その他（ ）

特になにも取り組みが行われていない

どのような取り組みが行われているかわからない

今後、あなたの お住まいの地域 で、課題解決のために住民の合意を形成していくには、

どのような組織が中心となって取り組むべきだと思いますか。 （○は1つ）

町内会・自治会 特定の課題解決を目的に結成した自由参

各種の市民活動団体が集まった会議体 加の住民組織

町内会・自治会や市民活動団体が集ま 市などの行政機関

った会議体 社会福祉協議会などの専門機関

その他の組織（ ）

＜町内会・自治会について＞

あなたの世帯では、町内会・自治会に加入していますか。 （○は1つ）

加入している 問13-1 にお進みください

加入していない 問13-4 にお進みください

4

5

6

問12

1

2

3

問13

1

2

1

2

3

4

5

7

8

6

7

Ⅲ 町内会・自治会や自主的活動への参加状況について
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(問13で「1」とお答えの方へお伺いします)

問13-1 町内会・自治会に加入している理由は何ですか。 （○はいくつでも）

加入するのは当たり前だから 近所の人々と親睦が深められるから

親の代から加入していたから いざというとき助けてもらえるから

近所から仲間はずれにされたくな 地域を住みよくするために役立ちた

いから いから

生活に必要な情報が得られるから その他（ ）

(ひきつづき、問13で「1」とお答えの方へお伺いします)

問13-2 ふだんの町内会・自治会との関わり方についてお伺いします。 （○は1つ）

組織の役員や活動のリーダー役をできるだけ引き受けて活動している

会合や行事などの際は、できるだけ手伝うようにしている

都合がつくときは、行事や総会などに顔を出すようにしている

会合や活動には、ほとんど参加していない

(ひきつづき、問13で「1」とお答えの方へお伺いします)

問13-3 あなたの世帯が加入している町内会・自治会では、現在、どのような組織の運営や

活動上の課題がありますか。なお、直接あなたが経験したこと、他の人から伝え聞

いたこと、いずれでも結構です。 （○はいくつでも）

役員を引き受ける人が少なくなってきた

会員が高齢化して、活動全般の運営が滞ってきた

従来からのリーダー層と、若い世代や転入者のリーダー層との間で、運営や活動

の仕方を巡って摩擦が起きてきた

個人情報の取り扱いが厳しくなり、会員の連絡網づくりや、災害時等に援助が必

要なお宅の確認が難しくなってきた

退会を申し出る会員が増加してきた

町内会館や集会施設の維持管理について、会員の合意が得られない

地域の事業者や住民等からの寄付が減少してきた

新規転入世帯に加入の勧誘をしても、断られることが増えてきた

特定の人たちが長く役職についていて自由な議論や企画提案がしにくい

その他（ ）

わからない

問14にお進みください
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(問13で「2」とお答えの方へお伺いします)

問13-4 現在 お住まいの地域 で町内会・自治会に加入していたことはありますか。

（○は1つ）

一度も加入したことはない その他（ ）

加入していたが、退会した

(ひきつづき、問13で「2」とお答えの方へお伺いします)

問13-5 町内会・自治会に加入していない理由は何ですか。 （○はいくつでも）

活動時間を取ることができないから

近所の人と関わるのが面倒だから

加入するきっかけがないから

申込方法がわからないから

会費を負担したくないから

町内会・自治会の活動の必要性を感じていないから

役員になると忙しくて大変だから

今住んでいる所に長く住むつもりがないから

町内会・自治会の活動に制約されたくないから

町内会・自治会の雰囲気になじめないから

町内会・自治会があることを知らなかった

住んでいる地域に町内会・自治会がない

その他（ ）

＜地区協議会について＞

町田市では、町内会・自治会や地域の諸団体、住民の方々などが集まって、各地区

ごとに（市内で10地区）「地区協議会」というネットワーク組織を設置しています。

あなたは「地区協議会」をご存知ですか。 （○は1つ）

内容まで含めて知っている 名前は知っている 知らない

12

32

10

11

1

2

1

2

3

4

5

6

7

問14

1

3

8

9

13

巻末資料＜50＞



＜町内会・自治会以外の地域活動について＞

町内会・自治会の他に、現在、参加されている地域住民等による自主的な活動はありま

すか。 （○はいくつでも）

町内会・自治会と関連する活動（子ども会、老人クラブ、自主防災組織等）

地区協議会の活動

行政への協力、公的社会貢献活動（民生委員・児童委員・主任児童委員、青少年

健全育成委員、スポーツ推進委員、消防団、公共施設の運営委員会、PTA等）

生活環境の改善や地域の課題を解決するための活動（リサイクル促進、コミュニ

ティバス等の運行、子育て・高齢者・障がい者支援、伝統芸能の継承等）

趣味のサークルやグループ活動（文化、学習、健康、スポーツ等）

その他のボランティア、助け合い活動（ ）

何も参加していない 問15-3にお進みください

問15-1にお進みください

(問15で「1～6」とお答えの方へお伺いします)

問15-1 活動に参加している理由は何ですか。 （○はいくつでも）

自分の時間を充実させるため 親しい人が参加しているため

社会の役に立ちたいため その他（ ）

仲間や友達をつくるため

自分の知識や技術を役立てたり、高めたりしたいため

(ひきつづき、問15で「1～6」とお答えの方へお伺いします)

問15-2 活動に参加するようになった直接のきっかけは何ですか。 （○はいくつでも）

PTAや子ども会等子どもの活動を通して 団体の開催した行事等を通して

町内会や自治会の活動を通して 友人、知人を通して

職場を通して チラシ、ポスターなど広告物を見て

家族を通して その他（ ）

テレビやインターネット等を通して 特にきっかけはない

問16にお進みください

(問15で「7」とお答えの方へお伺いします)

問15-3 活動に参加していない理由は何ですか。 （○はいくつでも）

活動する時間を取ることができないため

他の人と関わることが面倒なため

身近に参加したいと思う活動や団体がないため

参加するきっかけがないため

活動に参加する必要性を感じていないため

参加することに興味や関心がないため

その他（ ）

5

問15

1

2

3

4

5

6

7

3

1

2

4

7

6

5

6

6

7

8

9

10

2

1

2

3

1

4

3

5

4

巻末資料＜51＞



＜町内会・自治会およびその他の地域活動について＞

問16～18は、問13で町内会・自治会に「1 加入している」、または問15で「1～6」と回答され

た方にお伺いします。どの活動にも参加していない方は、問19に進んでください。

問16 あなたが、お住まいの地域 で参加している活動のグループ・団体の数はいくつで

すか。 （○は1つ）

1つ 2つ 3つ 4つ以上

問17 あなたは、お住まいの地域 で、活動に参加する時間が1週間にどのくらいありま

すか。 （○は1つ）

1時間未満 3～5時間程度 11～20時間程度

1～2時間程度 6～10時間程度 20時間以上

問18 あなたが お住まいの地域 で現在取り組んでいる主な活動テーマは何ですか。

（○はいくつでも）

地域の防犯、治安の向上 スポーツ・文化活動の活性化（運動会や

防災、災害時の対応 スポーツ・レクリエーション文化祭等）

交通安全 学習の機会づくり（生活問題や制度や法

高齢者や障がい者への支援 律等）

健康づくり 町内会・自治会の活性化、組織化

緑地保全・地域美化 外国人との交流、相互理解

地域の活性化、まちづくり 地域の交通・移動支援

子育てへの支援 空き地・空き家問題

青少年の健全育成 身近な居場所づくり

地域の伝統芸能・祭りの継承や保存 地域活動のIT化の推進

住民同士の親睦・交流 その他（ ）

ごみの減量・資源化 特にテーマはない

あなたは、お住まいの地域で公益的な活動（町内会・自治会の役員や街の清掃など）に

参加する場合、報酬については一般論としてどうあるべきだと思いますか。

（○は1つ）

活動した分に応じて報酬が支払われるべきだ 無報酬であるべきだ

活動に使った実費・経費は支払われるべきだ その他（ )

多少の謝金があるべきだ わからない
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＜ お住まいの地域以外 の活動について＞

あなたは、お住まいの地域以外 で、何かサークルやボランティア等の自主的な活動に参加

していますか。 （○は1つ）

運動・スポーツに関する活動 自然や環境を守るための活動

文化芸術に関する活動 居場所づくりの活動

子どもを対象にした活動 SNS等オンライン上のコミュニティ

高齢者を対象にした活動 その他（　　　　　　 　  　　　 ）

防犯・交通安全に関する活動 参加していない

地域防災に関する活動

自主的な活動に利用できる次の施設についてお伺いします。

① 具体的に名前や場所を知っていますか。

② 町内会・自治会や地域の自主活動等で利用したことがありますか。

③ 今後、もっと活用したいですか。

（1から7について、①～③のそれぞれ1つに◯)

あ
る

な
い

し
た
い

1 ） 市民センター・コミュニティセンター 1 2 1 2 1 2

2 ） 子どもセンター・青少年施設 1 2 1 2 1 2

3 ） 集会所・町内会館 1 2 1 2 1 2

4 ） 小中学校の学校開放 1 2 1 2 1 2

5 ） 公園・広場 1 2 1 2 1 2

6 ） 公営のスポーツ施設 1 2 1 2 1 2

7 ） 1 2 1 2 1 2

知
ら

な
い

9

11

民間の事業所が地域に提供している集
会所やコミュニティカフェ（カフェ形
式の居場所のこと）

4 10

8

わ
か
ら

な
い

　　　　　　　　　　　　　　　　　質 問 内 容

　　　　施 設

2

3

知
っ
て

い
る

③もっと
活用

①名前や
場所を

7

5

問20

6

問21

1

②利用した
ことが

Ⅳ 活動のための場所について
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お住まいの地域 の中で、自主的な活動のために利用したい場所はありますか。

（○はいくつでも）

自宅や仲間の家など個人の家屋 神社・仏閣、教会などの施設

近隣の商店や飲食店 空き家、空き店舗

民間企業の施設（会議室、研修室、 民間の事業所が地域に提供している集会所

スポーツ施設など） やコミュニティカフェ

銭湯、健康ランド 道路や施設のための遊休地

大学、高校、専門学校などの教育施設 その他（ ）

農地や雑木林 特にない

あなたは、今後4～5年を見通して、お住まいの地域 でどのような種類の地域活動に参加

したいと思いますか。ただし、「現在参加しており今後も活動を継続するもの」も含め

てお答えください。 （○はいくつでも）

町内会・自治会の活動

町内会・自治会と関連する活動（子ども会、老人クラブ、自主防災組織等）

地区協議会の活動

行政への協力、公的社会貢献活動（民生委員・児童委員・主任児童委員、青少年

健全育成委員、スポーツ推進委員、消防団、公共施設の運営委員会、PTA等）

生活環境の改善や地域の課題を解決するための活動（リサイクル促進、コミュ

ニティバス等の運行、子育て・高齢者・障がい者支援、伝統芸能の継承等）

趣味のサークルやグループ活動（文化、学習、健康、スポーツ等）

その他のボランティア、助け合い活動（ ）

どれにも参加したくない 問24にお進みください

問23-1にお進みください

8

9

10

11

12

4

3

5

6

7

8

3

5

6

問23

1

2

4

2

問22

71

Ⅴ 町内会・自治会や自主的活動への今後の参加意向について
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(問23で「1～7」とお答えの方へお伺いします)

問23-1 今後、参加する活動で特に取り組みたいと思うテーマは何ですか。なお、「現在

参加しており、取り組んでいるテーマを継続する」場合も含めてお答えください。

（○はいくつでも）

地域の防犯、治安の向上 スポーツ・文化活動の活性化（運動会や

防災、災害時の対応 スポーツ・レクリエーション文化祭等）

交通安全 学習の機会づくり（生活問題や制度や法

高齢者や障がい者への支援 律等）

健康づくり 町内会・自治会の活性化、組織化

緑地保全・地域美化 外国人との交流、相互理解

地域の活性化、まちづくり 地域の交通・移動支援

子育てへの支援 空き地・空き家問題

青少年の健全育成 身近な居場所づくり

地域の伝統芸能・祭りの継承や保存 地域活動のIT化の推進

住民同士の親睦・交流 その他（ ）

ごみの減量・資源化 取り組んでみたいテーマはない

お住まいの地域 の活動が、もっと参加しやすいものとなるためには、どのようなことが

必要だと思いますか。 （○はいくつでも）

活動に関する情報をもっとPRする

活動の内容がマンネリ化しないよう魅力的なものにする

参加しやすい曜日や時間を設定する

活動内容や役割を選べるようにする

役員やリーダーを任期制にするなど、特定の人にずっと負担がかからないようにする

成果や貢献が具体的に見えたり、実感できるように工夫する

しがらみがあって参加したらやめられないなど、閉鎖的な雰囲気をなくす

会員にならなくても、活動メンバーとして参加できるようにする

特定のイベントのみの参加、インターネット上での参加など、多様な参加方法を用意する

地域内の様々な住民組織、活動団体が連携して、一緒に取り組める活動をする

参加した人が、なんらかのメリットを得られるようにする

参加者の意見を尊重し、民主的な運営をする

その他（ ）

わからない
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仮にあなたが お住まいの地域 の活動に参加するとしたら、どのような曜日、時間帯が

参加しやすいですか。 （○はいくつでも）

平日の午前 週末や祝日の午前

平日の午後の昼間 週末や祝日の午後の昼間

平日の夜間 週末や祝日の夜間

その他（ ）

同居されている方に、次のような方はいますか。 （あてはまるものすべてに〇）

妊産婦 日常生活を送る上で介助

小学校入学前の乳幼児 を必要とする方 問27にお進み

小学生・中学生・高校生など 心身に障がいのある方 ください

65～74歳の方 該当する人はいない

75歳以上の方

「ひきこもり*」の状態にある方 問26-1にお進みください

* 【ひきこもり】仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人と交流をほとんどせずに、6か月以上自宅に引きこもっ

ている状態にある方

(問26で「6」とお答えの方へお伺いします)

問26-1 「ひきこもり」の状態にある方の年齢は次のどれですか。 （○は1つ）

小学生・中学生 30歳代 60歳代

10歳代（中学校卒業後） 40歳代 70歳以上

20歳代 50歳代 わからない

(ひきつづき問26で「6」とお答えの方へお伺いします)

問26-2 ご家族がひきこもりの状態にある方にどのような支援を望むか、最もあてはまるも

のを選択してください。 （○は1つ）

家族や本人の悩み相談を聞いてほしい

本人に合いそうな就労先、就労訓練機関を紹介してほしい

本人に合いそうな居場所・コミュニティ・サークル等を紹介してほしい

本人に合いそうな医療機関やカウンセリング機関を紹介してほしい

そっとしておいてほしい
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あなたが、毎日のくらしのなかで、困っていることはありますか。

1）から 6）についてそれぞれお答えください。 （○はいくつでも）

一人で通院するのが難しいが、付き添ってくれる人がいない

健康について気になることがあるが、相談先がわからない

病気で、働くことができない

身近に専門的な治療を行う病院がない

薬の管理が苦手で、自分で薬の管理ができない

通院・治療費用が大きな負担になっている

その他（ ）

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない

子育てで、十分に休養・睡眠がとれない

子育てで、自由に外出できない

子育てで、余暇や趣味の時間を持てない

子育てで、働くことができない

子育ての相談をできる人がいない

子育てを手助けしてくれる人がいない

養育・進学費用が大きな負担になっている

子どもがひきこもり・不登校である

その他（ ）

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない

介護で、十分に休養・睡眠がとれない

介護で、自由に外出できない

介護で、余暇や趣味の時間を持てない

介護で、働くことができない

介護の相談をできる人がいない

介護を手助けしてくれる人がいない

介護費用が大きな負担になっている

その他（ ）

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない

設問は次のページに続きます
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仕事をしているが、収入が十分でない

求職中のため収入がない

仕事をしていないため、収入がない

仕事をしていない親族の生活費を負担している

家計管理が苦手であり、生活に支障が出ている

その他（ ）

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない

家賃が高く、大きな負担になっている

住まいを借りたいが、保証人になってくれる人がいない

住まいを借りたいが、自身の年齢や障がいなどで借りられない

住まいが老朽化しているが、住み替え・改築ができない

段差などに不安があるが、住まいがバリアフリーになっていない

その他（ ）

上記の困りごとについて家族が困っている

特にない ）

6 ） その他

あなたは、悩みごとや困りごとを相談できる相手（機関も含む）はいますか。

（○はいくつでも）

身近にいる（徒歩30分未満） 問28-1 にお進みください

遠くにいる（徒歩30分以上）

いない 問29 にお進みください

(問28で「1、2」とお答えの方へお伺いします)

問28-1 あなたの相談できる相手は、誰ですか。 （○はいくつでも）

家族・親戚 民生委員・児童委員・主任児童委員

友人・知人 ボランティア団体・NPO

近所の人 高齢者支援センター

市役所 障がい者支援センター

病院など医療機関 子ども家庭センター

社会福祉協議会 保育園・幼稚園・認定こども園・学校

福祉施設・福祉サービス提供事業所 弁護士、司法書士等の法律サービス

町内会・自治会 その他（ ）
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6

9

10

11

12

13

8

1

2

5

1

2

3

4

5

6

14

7 15

問28

1

8 16

2

住まいのこと

経済的なこと

3

7

1

2

3

4

例）人間関係、ヤングケア、近隣トラブル、学習環境など
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あなたは、次の福祉に関わる相談窓口・機関などを知っていますか。

（1から10について、①～③のそれぞれ1つに〇)

あ
る

な
い

 1 ）民生委員・児童委員・主任児童委員 1 2 1 2 1 2

 2 ）高齢者支援センター 1 2 1 2 1 2

 3 ）障がい者支援センター 1 2 1 2 1 2

 4 ）子ども家庭センター 1 2 1 2 1 2

 5 ）子ども発達センター 1 2 1 2 1 2

 6 ）地域子育て相談センター 1 2 1 2 1 2

 7 ）社会福祉協議会 1 2 1 2 1 2

 8 ）町田ボランティアセンター 1 2 1 2 1 2

 9 ）生活・就労相談窓口 1 2 1 2 1 2

10 ）まちだ福祉〇ごとサポートセンター 1 2 1 2 1 2

あなた（あて名のご本人）の性別を教えてください。 （○は1つ）

男性 女性 その他または答えない

あなたの2024年10月1日現在の年齢を教えてください。

歳

問29

1 3

主に就学前児童とその保護者に子育て相談、子育てひろばなどを行っています。

地域住民主体で地域の問題を話し合い、協力し合って自主的に福祉を高めていくことを目的とした民間の福祉団体です。

町田市内のボランティアの総合窓口で、相談、コーディネートを行っています。

経済的な自立や就労を支援するための相談支援窓口です。

身近な地域で福祉の困りごと相談をお受けし、適切な支援機関におつなぎします。

知
ら

な
い

地域に暮らす身近な相談相手として、社会福祉に関する相談に応じています。

問31

問30

2

　　　　　　　　　　　　　　　質 問 内 容

　

　　　相 談 窓 口・機 関

知
っ
て

い
る

①名前を

高齢者のための総合相談窓口です。

③利用

し
た
い

わ
か
ら

な
い

障がいに関するさまざまな相談ができます。

18歳未満の子どもとその家庭の問題に関する総合相談窓口です。

18未満の子どもの発達について、相談ができます。

②利用した
ことが

Ⅶ あなた自身のことについて
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あなたのお住まいの郵便番号を教えてください。（※郵便番号は封筒の宛名に記載しています）

あなたは現在 お住まいの地域 にどのくらい住んでいますか。 （○は1つ）

1年未満 5年以上10年未満 20年以上30年未満

1年以上5年未満 10年以上20年未満 30年以上

あなたに配偶者（パートナーを含む）はいますか。 （○は1つ）

未婚 配偶者（パートナー）あり 死別 離別

現在あなたと一緒にお住まいの方に〇をつけてください。

（あてはまるものすべてに○）

一人で住んでいる 兄弟姉妹

配偶者 祖父母（配偶者の祖父母を含む）

父母（配偶者の父母を含む） 孫

子 その他（ ）

昨年の年間の世帯の総収入はいくらですか。 （○は1つ）

※すべての収入が対象です（就業で得た収入、年金・手当、家族からの仕送りなど）

200万円未満 800万円以上～1,000万円未満

200万円以上～400万円未満 1,000万円以上～1,500万円未満

400万円以上～600万円未満 1,500万円以上

600万円以上～800万円未満 わからない・答えない

あなたのお住まいの形態は、次のどれにあたりますか。 （○は1つ）

持ち家一戸建て 民間の賃貸住宅（アパートなど）

賃貸一戸建て 都市機構（旧公団）・公社の賃貸住宅

公営住宅（都営・市営）

分譲集合住宅（マンションなど） 社宅・官舎・寮

間借り

その他（ ）

問37-1 にお進みください 問38にお進みください

8

9

問37

5

6

7

5

2 6

1

2

3

4

8

3

4

7

2 3 4

問36

1

問35

問34

5

8

6

7

4

問32

問33

1

2 4

1

53

2

3

1

6
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(問37で「3」とお答えの方へお伺いします)

問37-1 お住いの集合住宅での住民活動の状況についてお伺いします。 （○は1つ）

居住環境改善、親睦ともに活動が活発に行われている

居住環境改善のための活動は活発に行われているが、親睦活動はあまり行われてい

ない

親睦活動は活発に行われているが、その他の活動はあまり行われていない

居住環境改善、親睦ともにほとんど行われず、理事会や総会が開催されているだけ

参加していないのでわからない

その他（ ）

あなたの職業についてお伺いします。 （○は1つ）

会社員、公務員、団体職員 学生（大学のほか、高校、高等専門学校、

パート、アルバイト 専門学校を含む）

商工業等の会社経営・自営業・自由業 その他（ ）

農林業等の自営業

主婦・主夫（家事専業） 無職 問39にお進みください

問38-1 にお進みください

(問38で「1～4、6、7」とお答えの方へお伺いします)

問38-1 あなたの通勤・通学先は、どちらですか。 （○は1つ）

主にリモートワーク（週の半分以上） 東京都23区

町田市内 神奈川県

町田市以外の東京都市町村 その他の県

あなたが最後に卒業（中退を含む）した、または現在、在学している学校はどれですか。

（○は1つ）

中学校 高等専門学校・短期大学 その他（ ）

高等学校 大学

専門学校 大学院

あなたは、日ごろ、家事、育児、介護、学校または仕事以外で自由に行動できる時間（睡

眠時間を除く）は、1週間にどのくらいありますか。 （○は1つ）

ほとんどない 10～20時間程度 40～70時間程度

10時間程度まで 20～40時間程度 70時間以上

4

3

問39

1

2

3

4

8

7

6

4

6

問38

1

2

6

4

3

2

5

3

1

2

3

問40

1 5

5

6

1

2

5

4

5

6

7
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あなたは現在どの程度幸せですか。1（幸せではない）～10（幸せである）の10段階で

お答えください。 （○は1つ）

※ご記入いただいた内容に対しての個別の回答は控えさせていただきますので、予めご了承ください。

調査結果をグラフや表でまとめた報告書は、2025年3月頃に「町田市ホームページ」で公開する

予定です。

町田市ホームページ

https://www.city.machida.tokyo.jp/

2024年9月25日（水）までにご投函ください。

以上でアンケートは終了です。ご協力誠にありがとうございました。

ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れて

最後に、地域コミュニティについて、ご意見がありましたら自由にお書きください。

9 106 7

問41

1 2 3 4 5 8

町田市
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4. 地区別集計 

 

2024 年度市民アンケート調査の地区別集計から考える 

～各地区での政策的熟議のすすめ～ 

 

研究期間の 2 年目である 2025 年度は、10 の各地区で研究経過報告会を行った。参加者

からは、「各地区は客観的にどのような特徴があるのか、大きな関心がある」との期待も

寄せられている。 

そこでここでは、研究経過報告会で紹介したデータを基本として、各地区の地域コミュ

ニティの特徴や課題について、統計的に検定して有意な特徴が出ているところを中心に簡

単にコメントした。統計的に有意な差があるとは、各設問への回答が地区ごとに全市的な

平均から十分に大きくずれていて、その地区の特徴を表しているといえることを意味す

る。以下のデータにはどれも「全市平均」も示しているが、これから大きく離れた数値が

ある場合は、その地区の特徴を表しているし、多少平均から離れていても、それほど大き

く離れてはいない場合は、偶然そういう結果が出ただけで、その地区の特徴を表している

とまではいえないのである。では、どの程度離れていれば、「大きく離れている」といえ

るかを、数理的に確かめるのが「統計的検定」である。 

資料として、グラフと数値データの表を示したが、グラフによってはかなり線が込み合

っていて見にくいものがある。グラフで大体の傾向を把握したら、細かく考察したい場合

は数値表を見ていただきたい。10 地区それぞれに様々な個性と魅力があり、また固有の

課題もある。読者それぞれが、そうした違いに優劣をつけるといった発想ではなく、お住

まいの地区のデータを他地区のデータと比べ、町田市全体の平均的な姿からするとどのよ

うな特徴を持った地域なのかを俯瞰的に眺めて考えていただきたい。そして、これからの

生活と地域活動に生かしていただきたい。 

研究経過報告会では毎回申し上げたことであり、本編の第 2 章でも紹介しているが、例

えば 2024 年度市民アンケート調査の最後の設問である「問 41 あなたは現在どの程度幸

せですか。10 段階でお答えください。」では、下のグラフのように、地区ごとの違いはほ

とんどない。町田市は、東京の郊外部にある住みよい都市である。 
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出典 2024 年度調査問 41（幸福度を 10 段階で尋ねた） 

地区別集計数値表 

地区名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

南 1.2% 0.7% 3.8% 3.8% 12.2% 6.3% 18.2% 26.5% 11.6% 14.9% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
1.2% 2.9% 3.2% 2.6% 11.7% 8.8% 19.9% 24.9% 9.4% 14.3% 

原町田 1.6% 1.6% 3.1% 3.9% 9.3% 7.0% 21.7% 30.2% 10.9% 14.0% 

町田第二 0.8% 1.1% 3.6% 2.5% 12.4% 10.5% 16.5% 24.0% 12.1% 16.0% 

玉川学園・

南大谷 
1.5% 1.5% 1.5% 5.5% 10.3% 10.7% 17.0% 29.9% 8.5% 13.7% 

木曽 1.8% 1.8% 4.2% 2.4% 15.0% 11.4% 15.0% 24.6% 12.6% 10.8% 

忠生 2.3% 1.3% 3.5% 4.5% 15.4% 8.8% 18.7% 23.5% 8.3% 12.1% 

鶴川 0.8% 1.7% 2.8% 2.7% 10.6% 9.1% 16.4% 32.0% 9.6% 13.6% 

小山・ 

小山ヶ丘 
0.0% 1.9% 2.3% 2.7% 13.7% 11.5% 17.2% 23.3% 11.5% 16.0% 

相原 0.0% 1.6% 4.8% 3.2% 11.9% 12.7% 15.1% 25.4% 10.3% 15,1% 

 

1. 地域の「親睦」的雰囲気 

(1) 地域への愛着・親しみとそのパターン 

2024 年度市民アンケート調査（以下、「2024 年度調査」と略称する。）の問 7 では、「お

住まいの地域に対して愛着や親しみを感じていますか。」と尋ねている。「お住まいの地域」

に下線を引いて回答者に注意を促しているのは、問 1 で考える「地域の範囲」を念頭に置

いて、この問 7 にも回答してもらうためである。したがって、回答した人が「地域」とし

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

市民の幸福度の地区ごとの集計結果

南 高ヶ坂・成瀬 原町田
町田第二 玉川学園・南大谷 木曽
忠生 鶴川 小山・小山ヶ丘
相原

幸福度：低＜

高 
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て町田市 10 地区の「地区」を念頭に置いているとは限らない。 

しかし、回答者が居住している「地区」にしたがって回答を集計すると、以下のような

グラフと表になる（2024 年度調査で居住地を回答していない 125 人の回答は除外してい

るので、n=3,347 である）。 

 
出典 2024 年度調査問 7  

地区別集計数値表 

地区名 感じている 
やや 

感じている 

あまり 

感じていない 
感じていない わからない 

南 35.6% 44.2% 11.6% 4.5% 3.3% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
40.6% 42.4% 9.1% 1.8% 6.1% 

原町田 36.4% 37.2% 17.8% 5.4% 2.3% 

町田第二 35.0% 42.1% 14.9% 3.6% 4.1% 

木曽 32.3% 46.1% 16.2% 1.8% 3.6% 

玉川学園・

南大谷 
37.3% 36.2% 17.0% 3.7% 5.5% 

忠生 31.3% 42.2% 14.9% 4.3% 6.3% 

鶴川 37.9% 43.3% 11.7% 3.0% 3.5% 

小山・ 

小山ヶ丘 
35.9% 42.7% 13.4% 2.7% 5.3% 

相原 42.9% 34.1% 12.7% 5.6% 4.0% 

全市平均 36.0% 41.8% 13.5% 3.6% 4.7% 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

地域への愛着・親しみの地区別集計結果

1. 感じている 2. やや感じている
3. あまり感じていない 4. 感じていない
5. わからない
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この読み方は様々であろう。ぜひ読者もそれぞれお考えいただきたい。選択肢 1 が多い

パターンと選択肢 2 が多いパターンとがあるのは面白いが、いずれにせよ選択肢 1 と 2 の

ポジティブな回答がどの地区でも 8 割前後を占めている。 

相原地区と高ヶ坂・成瀬地区は特にポジティブな回答が多く、忠生地区はややネガティ

ブな回答が多いように見える。この中で統計的に有意といえるのは、忠生地区で選択肢 1

が少ないということと、玉川学園・南大谷地区で選択肢 2 が少ないということだけである。

実は地区ごとの差はそれほど大きなものではないことを踏まえた上で、選択肢の選び方の

地区ごとのパターンなどについて思いを巡らしてみていただきたい。 

 

次に、今後も「地域」に住み続けたいかを尋ねた問 8 の地区別集計結果を示す（上の問

7 の場合と同様に、2024 年度調査で居住地を回答していない 125 人の回答は除外している

ので、n=3,347 である）。 

 
出典 2024 年度調査問 8  

  

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%
定住意向の地区別集計結果

1. ぜひ住み続けたい 2.できれば住み続けたい

3. 町田市内の他の地域に住み替えたい 4. 町田市外に移りたい

5. わからない
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選択肢地区別集計数値 

地区名 
ぜひ 

住み続けたい 

できれば 

住み続けたい 

市内の他の地域

に住み替えたい 

町田市外に 

移りたい 
わからない 

南 25.0% 52.4% 2.4% 3.6% 16.1% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
28.7% 48.2% 3.5% 5.0% 14.6% 

原町田 30.2% 43.4% 1.6% 5.4% 19.4% 

町田第二 26.7% 48.8% 2.5% 6.3% 15.2% 

玉川学園・ 

南大谷 
24.0% 46.9% 3.7% 5.5% 19.6% 

木曽 21.6% 54.5% 3.6% 3.6% 16.2% 

忠生 16.7% 52.5% 5.1% 6.3% 17.9% 

鶴川 23.9% 51.1% 2.8% 5.9% 15.8% 

小山・ 

小山ヶ丘 
26.0% 49.6% 0.8% 6.1% 17.6% 

相原 23.0% 47.6% 2.4% 11.9% 14.3% 

全市平均 24.2% 50.1% 3.0% 5.7% 16.5% 

このデータを見ると、原町田地区や町田第二地区など利便性の高い地域で、「ぜひ住み続

けたい」人が多いようである。 

相原地区は、愛着・親しみを感じている人は多かったが、ここでの選択肢 1 はやや少な

く、選択肢 4 が多い。おそらく、最近相原駅前のスーパーが撤退してしまったという事情

が影響したのではないだろうか。だとすれば、ここでも利便性は大きな要因である。しか

し、近年は大都市地域でも移動販売などが普及しつつあり、それと見守りの仕組みを組み

合わせて地域コミュニティの維持につなげていくなどの取り組みはもはや定番となってい

る。利便性を地域力でカバーすることは可能なのである。 

ただし、統計的に有意なのは、「1. ぜひ住み続けたい」が高ヶ坂・成瀬地区は多く、忠生

地区では少ないということ、「3. 町田市内の他の地域に住み替えたい」が小山・小山ヶ丘地

区は少なく、忠生地区は多いということ、「4. 町田市外に移りたい」が、南地区は少なく、

相原地区は多いということだけである。人口が多い（回答者が多い）とそれだけ平均との

乖離が偶然ではないと考えられるということがあり、回答率の平均からの乖離だけでは統

計的に有意かどうかは判断できないのである。 

 

(2) 隣近所との付き合い意向 

その地域に安心して住み続けられるかどうかは、さまざまな要因によって規定されてお

り、買い物や医療へのアクセスなど生活の基盤である利便性がまずは重要だと感じられて

いるようであることはすでに本編の第 2 章で見た。 
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しかし、そうした基盤の上に立って、住みやすさを考えれば、やはり地域の親睦的雰囲

気や地域力は、住みやすさの大きな要因である。 

その親睦的雰囲気の観点で地区別のデータを見よう。 

2024 年度調査では、問 10 で、隣近所との付き合い意向について、「あなたは今後、隣近

所の方々と、どの程度のお付き合いをしていきたいですか。」と尋ねている。このアンダー

ラインの意味は、これ以前に「お住まいの地域」（問 1 で尋ねた「地域」の範囲のイメージ

にしたがう）に関する設問が続いたので、今度は特に隣近所での関係について尋ねるとい

うことを明確にしたものである。 

地区別の集計結果は、以下のとおりである。 

出典 2024 年度調査問 10  
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70.0%
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90.0%
隣近所との付き合い意向の地区別集計結果

1. 積極的に付き合いたい 2. ほどほどに付き合いたい

3. あまり付き合いたくない 4. 全く付き合いたくない
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地区別集計数値 

地区名 
積極的に 

付き合いたい 
ほどほどに 

付き合いたい 
あまり 

付き合いたくない 
全く 

付き合いたくない 

南 5.0% 79.3% 13.0% 2.1% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
7.6% 79.2% 9.9% 2.6% 

原町田 7.0% 69.8% 16.3% 5.4% 

町田第二 6.9% 75.8% 15.4% 1.7% 

玉川学園・ 

南大谷 
8.5% 78.2% 10.3% 2.2% 

木曽 7.2% 69.5% 18.6% 4.2% 

忠生 8.8% 78.3% 10.6% 1.8% 

鶴川 7.6% 78.8% 11.6% 1.4% 

小山・ 

小山ヶ丘 
7.3% 76.7% 12.6% 3.4% 

相原 7.9% 83.3% 8.7% 0.0% 

全市平均 7.2% 77.7% 12.2% 2.4% 

これを見ると、選択肢の 1 と 2 を合わせると、やや数字の低い原町田地区と木曽地区で

も 77%ほどであり、それ以外の地区では 8 割を超えている。相原地区に至っては 9 割を超

えている。親睦的雰囲気の基盤はどの地区も十分であり、これを基礎に、住民や地域活動

団体、行政、専門機関の行動により、住みよい地域を築いていくことが可能であるといえよう。 

統計的に有意なところを拾うと、選択肢 1 が南地区で少なく、選択肢 2 が原町田地区と

木曽地区で少なく、選択肢 3 が木曽地区で多い、といったところである。 

 

(3) 「地域」のイメージ ～「地域」は「社会」であるという意識～ 

2024 年度調査では、問 1 で「地域」に関するイメージについて、「あなたは、自分が住

んでいる「地域」という場合に、どの程度の範囲をイメージしますか。」と尋ねている。 
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出典 2024 年度調査問 1  
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「地域」のイメージの地区別集計結果

南 高ヶ坂・成瀬 原町田

町田第二 玉川学園・南大谷 木曽

忠生 鶴川 小山・小山ヶ丘

全市平均 相原
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地区別集計数値 

地区名 隣近所の範囲 
住宅街や団地

の範囲 

「丁目」の 

範囲 

町内会・自治会

の範囲 

最寄の小学校

の通学範囲 

最寄の中学校

の通学範囲 

南 3.8% 4.6% 8.6% 22.3% 9.1% 5.1% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
4.7% 7.0% 7.3% 23.1% 8.2% 5.3% 

原町田 3.9% 5.4% 9.3% 18.6% 3.9% 5.4% 

町田第二 5.2% 14.0% 6.6% 16.8% 6.9% 5.2% 

玉川学園・ 

南大谷 
6.6% 7.0% 3.3% 25.5% 7.0% 3.7% 

木曽 5.4% 13.8% 10.2% 22.2% 4.8% 3.0% 

忠生 5.6% 12.1% 4.5% 21.5% 6.6% 4.3% 

鶴川 3.7% 8.5% 5.2% 23.9% 7.8% 4.2% 

小山・ 

小山ヶ丘 
5.3% 5.3% 4.2% 17.2% 11.1% 8.4% 

相原 5.6% 4.0% 1.6% 32.5% 7.1% 0.8% 

全市平均 4.7% 8.4% 6.3% 22.1% 7.6% 4.7% 

 

地区名 「町」の範囲 
合併前の1町4

村の地区範囲 
市全体 その他 わからない 

南 16.6% 7.9% 16.8% 2.7% 0.9% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
16.4% 3.5% 17.3% 3.8% 0.9% 

原町田 24.0% 7.0% 17.8% 3.1% 0.0% 

町田第二 17.1% 3.9% 19.0% 1.7% 2.2% 

玉川学園・

南大谷 
23.6% 3.0% 16.6% 2.2% 0.4% 

木曽 16.2% 4.2% 18.6% 0.0% 1.2% 

忠生 21.5% 6.1% 14.6% 0.8% 1.0% 

鶴川 20.2% 10.2% 12.0% 2.1% 1.6% 

小山・ 

小山ヶ丘 
31.7% 2.7% 11.1% 0.4% 1.9% 

相原 33.3% 3.2% 4.8% 2.4% 1.6% 

全市平均 20.5% 6.1% 14.9% 2.0% 1.2% 
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本編第 2 章においては、2006 年度の同様のアンケート調査と比較して、「地域」を、単

なる地理的範囲ではなく、一個の「社会」として感じている度合いが、この 20 年間で減少

してきたと考えた。ただ、これも特に地区ごとの考察をする場合には、各地区の居住形態

などに留意してデータを見る必要があろう。新規開発地などで住居表示がされており、町

内会・自治会も各丁目で組織されている場合は、選択肢 3 が多くなるだろう。 

「5. 小学校区」や「6. 中学校区」を回答している人が多いのは、ファミリー層が多い地

区であろう。 

「4. 町内会・自治会のエリア」は、平均で 2 割強であるが、相原地区と玉川学園・南大

谷地区では高く、また鶴川地区も平均を若干上回っている。後で見るように、木曽地区は、

町内会・自治会の加入者率はそれほどでもないが、この問 1 のデータでは選択肢 4 はほぼ

全市平均並みであり、町内会・自治会への信頼感がやや厚いといえるのではないか。 

統計的に有意なところをいくつか拾って考えてみると、まず、南地区は、選択肢 2 と選

択肢 7 が少なく、選択肢 3 と 8 が多い。住宅街や団地の単位、「町」の単位よりも、「〇丁

目」の単位のほうが身近に感じられるようである。また、かなり大規模な地区ではあるが、

かつての南村の記憶を保持している人も多いのであろう。 

小山・小山ヶ丘地区は、小山ヶ丘という新規開発地の存在が意識されるのか、「7.「町」

の範囲」が多い一方、「4．町内会・自治会の範囲」は少ない。また、地域活用型学校、学

校を核とした地域づくりなどの政策論との関係では、「5．小学校区」や「6．中学校区」が

多いのは注目される。 

相原地区は、選択肢 3 と 9 がきわめて少ない。これに対して、選択肢 7 が多いのは、相

原町で一つの地区であるという事情が関係しているのだろう。さらに注目すべきことに、

「4. 町内会・自治会の範囲」がかなり多い。相原地区は人口が少ない（したがって回答者

数も少ない）ので、なかなか統計的に有意なデータが出にくいが、ここでは相原地区のコ

ミュニティ意識がかなり明瞭に出ている。 

鶴川地区は、「8. 合併前の町村の範囲」が突出して多く、「9. 町田市全体」は少ない。鶴

川地区は、人口が約 9 万人で、町田市内でも最大の地区であるだけではなく、全国的に見

ても、これだけ大規模なコミュニティ地区は珍しい。当初 5 か町村の合併から出発した町

田市ではあるが、その後地区連合町内会・自治会の再編があり、現在 10 地区となっている

中で、鶴川地区は、南地区とともに、合併前の旧村のエリアを保っている。鶴川地区が地

区としてのまとまりを保っている背景には、合併前の旧町村の範囲を「地域」と感ずる人

が多いことがあるのだろう。他方で、統計的に有意とまではいえないが、「4. 町内会・自治

会の範囲」も平均より多く、身近なエリアとその活動も意識されている。本報告書で考え

た「2 層制」が特に重要であるように思われる。 
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2. 地縁の力 

地域コミュニティにおいて、さまざまな地域課題に関して合意形成をしたり、必要なサ

ービス提供活動を組織したりするときに基礎となる「地域力」を測るとすれば、地縁的な

組織の状況を見ることになる。 

 

(1) 町内会・自治会の加入者率 

その意味でまず、町内会・自治会の加入者率（つまり通常言われる「加入率」ではなく、

アンケート調査で計算される、その世帯が町内会・自治会に加入している人の全人口に占

める割合）を見よう。 

 
出典 2024 年度調査問 13 

選択肢地区別集計数値 

地区名 加入 未加入 

南 61.3% 38.5% 

高ヶ坂・成瀬 56.1% 43.0% 

原町田 45.7% 54.3% 

町田第二 54.3% 45.2% 

玉川学園・南大谷 63.5% 35.8% 

木曽 44.9% 54.5% 

忠生 55.6% 43.2% 

鶴川 67.0% 32.0% 

小山・小山ヶ丘 56.9% 42.4% 

相原 71.4% 28.6% 

全市平均 59.3% 39.9% 
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町内会・自治会の加入者率の地区別集計結果

1 加入 2 未加入
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このうち、統計的に有意なのは、原町田地区と木曽地区が低く、相原地区と鶴川地区が

高い、ということである。 

さらに、加入者がどの程度活動に参加できているかを見てみよう。 

以下の図表とグラフは、2024 年度調査問 13-2 の地区ごとの集計結果（居住地を回答し

ていない回答は除く）である。この枝設問は、町内会・自治会加入者のみを対象にしてい

るので、n=2,065 であるが、その中で無回答者が 88 人いる。 

 
出典 2024 年度調査問 13-2  

選択肢地区別集計数値 

地区名 
役員や 

リーダー役 

できるだけ 

参加 

都合が付けば 

参加 

ほとんど参加 

していない 

南 6.1% 8.9% 28.6% 51.7% 

高ヶ坂・成瀬 5.7% 17.6% 30.6% 40.9% 

原町田 5.1% 18.6% 23.7% 45.8% 

町田第二 5.6% 11.7% 30.5% 49.2% 

玉川学園・南大谷 5.2% 13.2% 27.6% 51.1% 

木曽 9.3% 14.7% 25.3% 46.7% 

忠生 9.0% 16.6% 34.1% 36.3% 

鶴川 7.7% 12.1% 31.9% 45.2% 

小山・小山ヶ丘 6.7% 6.0% 40.3% 42.3% 

相原 13.3% 18.9% 34.4% 27.8% 

全市平均 7.2% 12.8% 31.3% 44.5% 
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60.0%
町内会・自治会の活動への参加状況の地区別集計結果

1. 役員やリーダー役 2. できるだけ参加

3. 都合が付けば参加 4. ほとんど参加していない
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統計的に有意なデータを中心に考えると、南地区は、加入者率そのものは全市平均に近

かったが、設問 13-2 では、選択肢 2 が低く、選択肢 4 が高い。小山・小山ヶ丘地区は、選

択肢 2 が低く、選択肢 3 が高いが、選択肢 4 は低かった。木曽地区は、加入者率はやや低

かったが、この設問では、統計的に有意なデータはないものの、選択肢 1 と 2 は平均を上

回っており、選択肢 3 は平均以下なので、町内会・自治会の加入者の方々はがんばってい

る印象である。忠生地区は、選択肢 4 が低く、選択肢 1 から 3 までも、統計的に有意では

ないが平均を上回っているので、町内会・自治会は比較的活力があるといえるのではない

か。相原地区は、選択肢 1 が高く、選択肢 4 が低い。統計的に有意とまではいえないが選

択肢 2 も平均をかなり上回っているので、加入者率の高さと相まって、町内会・自治会を

中心とする地域力が高いといえるだろう。鶴川地区は、全市平均からの乖離が小さく、標

準的な姿といえる。 

 

(2) 地区協議会の認知度 

地区協議会は、地区の戦略本部としてますます重要となると考えられる。2024 年度調査

の問 14 ではその認知度を尋ねている。地区ごとの集計結果は以下のとおりである。 

 
出典 2024 年度調査問 14 
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地区協議会の認知度の地区別集計結果

1. 内容まで含めて知っている 2. 名前は知っている 3. 知らない
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選択肢地区別集計数値 

地区名 
内容まで含めて

知っている 

名前は 

知っている 
知らない 

南 2.9% 28.4% 66.3% 

高ヶ坂・成瀬 4.4% 25.7% 67.0% 

原町田 5.4% 17.8% 75.2% 

町田第二 2.2% 24.8% 71.3% 

玉川学園・南大谷 7.0% 35.8% 55.7% 

木曽 1.8% 29.3% 67.1% 

忠生 4.0% 27.5% 66.9% 

鶴川 4.2% 29.3% 63.6% 

小山・小山ヶ丘 0.8% 21.4% 76.3% 

相原 6.3% 40.5% 51.6% 

全市平均 3.9% 28.0% 65.9% 

地区協議会は、始まってまだ 10 年の仕組みであるから、地区ごとのばらつきも大きい

し、全市的な認知度も 3 割強というところである。ただし、この数字は、始まって 10 年目

の都市内分権制度の認知度としては悪くはない。 

統計的な有意性でいえば、玉川学園・南大谷地区が最も突出していて、選択肢の 1 と 2

はきわめて高く、選択肢 3 はきわめて低い。このほか、相原地区でも地区協議会の認知度

は高い。認知度がやや低いのは、原町田地区、小山・小山ヶ丘地区、町田第二地区であった。 

 

3. 地域で合意形成をする地域力 

地域で発生した一定の問題について、どう対処するかの地域社会の合意を形成するとい

うのは、第 1 章で整理した地域コミュニティの四つの機能のうち、「参加」や「計画・企画」

の機能に当たる問題である。地域社会が必要としている（しかし行政は提供しない）公共

サービスをどのように提供するかという「サービス提供」の機能とは少々異なっている。 

このような機能に関する設問として、2024 年度調査では、問 12 で、「今後、あなたのお

住まいの地域で、課題解決のために住民の合意を形成していくには、どのような組織が中

心となって取り組むべきだと思いますか。」と尋ねている。中間報告書や本報告書第 2 章で

は、2006 年度の同様の調査と比較して、町内会・自治会等により地元で合意形成を図るべ

きだとする考え方が後退し、行政機関による合意形成を望む考え方が増えたことを見た。 

これについて、地区ごとの違いはあるのだろうか。地区別の集計結果は以下のとおりで

ある。 
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出典 2024 年度調査問 12  
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地域の合意形成に関する地区別集計結果

1. 町内会・自治会

2. 各種の市民活動団体が集まった会議体

3. 町内会・自治会や市民活動団体が集まった会議体

4. 特定の課題解決を目的に結成した自由参加の住民組織

5. 市などの行政機関

6. 社会福祉協議会などの専門機関

7. その他の組織
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地区別集計数値表 

地区名 
町内会・ 

自治会 

各種の市民

活動団体が

集まった会

議体 

町内会・自

治会や市民

活動団体が

集まった会

議体 

特定の課題

解決を目的

に結成した

自由参加の

住民組織 

市などの 

行政機関 

社会福祉協

議会などの 

専門機関 

その他の 

組織 

南 20.9% 1.9% 9.2% 8.4% 48.8% 4.8% 1.7% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
26.9% 3.2% 11.1% 12.9% 35.4% 4.7% 2.0% 

原町田 16.3% 5.4% 12.4% 10.1% 46.5% 3.1% 3.9% 

町田第二 20.4% 1.7% 8.3% 11.3% 45.2% 6.1% 2.2% 

玉川学園・

南大谷 
23.6% 2.2% 10.0% 11.1% 39.1% 7.7% 1.8% 

木曽 16.8% 3.6% 11.4% 4.2% 52.7% 6.0% 1.2% 

忠生 25.8% 2.3% 8.6% 8.6% 44.7% 5.6% 1.0% 

鶴川 22.8% 1.6% 10.7% 9.9% 45.7% 5.9% 0.4% 

小山・ 

小山ヶ丘 
22.1% 1.5% 10.3% 15.6% 38.5% 5.0% 1.5% 

相原 19.0% 0.8% 8.7% 12.7% 45.2% 7.9% 0.0% 

全市平均 22.3% 2.1% 9.9% 10.3% 44.1% 5.6% 1.5% 

統計的に有意なところを拾うと、高ヶ坂・成瀬地区は、「1. 町内会・自治会」が多く、「5．

行政機関」が少ないという、地元での合意形成を望む意識が強い。これに対して、南地区

は、選択肢 5 が多く、選択肢 1 は、統計的に有意というほどではないが、平均を下回って

いる。原町田地区は、選択肢 2 と「7. その他の組織」が多く、選択肢 1 は、統計的に有意

というほどではないが、平均を下回っている。また、小山・小山ヶ丘地区は、「4. 特定の課

題解決を目的に結成した自由参加の住民組織」が多く、統計的に有意というほどではない

が、選択肢 5 は、平均を下回っている。 

こうして地区別に見てみると、2006 年度調査と比べて市民の地域自治意識が低下したと

見るのは早計で、地域自治にも地域によって多様な姿があるという側面も丁寧に見ていか

なければならないように思われる。こうした多様性に対応するためにも、地域の多様な団

体が集う地区協議会という仕組みは重要である。 

 

4. 地域で課題解決活動をする地域力 

今度は、地域コミュニティの機能のち、地域課題の解決活動を実際に行うこと、すなわ

ち公共サービスの提供活動をする力について、地区別に見てみる。 

町内会・自治会の公共サービス提供活動については、すでに見たので、ここでは、町内

会・自治会の活動以外の活動を分析する。 
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(1) 町内会・自治会の活動以外で活動している分野 

2024 年度調査の問 15 は、町内会・自治会の活動以外で現に活動している分野を尋ねて

いる。 

出典 2024 年度調査問 15   

…
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地区別集計数値表 

地区名 
自治会と関

連する活動 
地区協議会 

民生委員等

行政協力 

リサイクル

等生活環境

改善 

趣味の活動 

その他の 

ボランティ

ア活動 

参加して 

いない 

南 7.9% 0.5% 1.9% 2.2% 8.9% 1.0% 80.1% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
7.0% 0.9% 3.8% 2.0% 8.8% 2.6% 77.8% 

原町田 3.1% 0.0% 3.1% 2.3% 7.0% 0.8% 85.3% 

町田第二 4.4% 1.4% 2.8% 0.8% 8.5% 1.4% 83.5% 

玉川学園・ 

南大谷 
7.7% 2.6% 3.7% 1.8% 8.1% 0.4% 81.2% 

木曽 5.4% 1.8% 4.2% 2.4% 6.0% 1.2% 80.8% 

忠生 11.1% 1.8% 3.0% 2.8% 8.3% 1.5% 77.3% 

鶴川 12.0% 1.3% 2.8% 2.3% 9.5% 1.4% 74.8% 

小山・ 

小山ヶ丘 
7.3% 0.4% 1.9% 0.8% 5.0% 3.1% 83.2% 

相原 9.5% 1.6% 5.6% 4.0% 11.1% 3.2% 74.6% 

全市平均 8.5% 1.2% 3.0% 2.1% 8.3% 1.6% 78.9% 

統計的に有意なところを拾ってみる。 

まず、「7. 特に参加していない」が多いのは、原町田地区、小山・小山ヶ丘地区、町田第

二地区であり、少ないのは、忠生地区、相原地区、鶴川地区であった。「1. 子ども会や老人

クラブなど、町内会・自治会の活動と関係した活動」が多いのは、鶴川地区であり、少な

いのは、原町田地区、町田第二地区であった。「2. 地区協議会」は、回答件数は多くないが、

玉川学園・南大谷地区が統計的に有意に多い。小山・小山ヶ丘地区は特徴的で、上に述べ

たように選択肢 7 は多いのであるが、「5．趣味の活動」が少なく、「6. その他のボランテ

ィア活動」が多い。選択肢 6 は、高ヶ坂・成瀬地区と相原地区も平均をかなり上回ってい

るが、統計的に有意というほどではなく、統計的に有意に多いのは、小山・小山ヶ丘地区

だけであった。  
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次に、問 18 は、問 15 とは少し視点を変えて、現在取り組んでいる活動の「テーマ」を

尋ねている。 

 
出典 2024 年度調査問 18 
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6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

参加している活動のテーマの地区別集計結果

南 高ヶ坂・成瀬 原町田

町田第二 玉川学園・南大谷 木曽

忠生 鶴川 小山・小山ヶ丘

相原 全市平均
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地区別集計数値表 

地区名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

南 11.0% 10.8% 2.1% 2.4% 5.0% 2.2% 1.7% 1.5% 0.9% 0.9% 3.1% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
9.6% 11.4% 2.9% 3.2% 3.8% 5.3% 0.9% 2.3% 2.0% 2.6% 5.3% 

原町田 6.2% 7.8% 1.6% 3.1% 3.9% 1.6% 3.9% 3.1% 2.3% 3.9% 5.4% 

町田第二 8.0% 9.1% 2.8% 2.8% 5.5% 2.2% 1.7% 0.8% 0.3% 1.4% 4.4% 

玉川学園・

南大谷 
10.3% 13.3% 3.3% 3.7% 4.1% 3.3% 1.5% 3.7% 2.6% 0.7% 4.1% 

木曽 7.2% 6.0% 1.8% 4.2% 2.4% 3.6% 4.2% 2.4% 4.2% 3.0% 6.0% 

忠生 8.6% 10.9% 3.5% 4.0% 6.3% 5.8% 1.8% 1.3% 1.0% 3.0% 7.1% 

鶴川 11.3% 13.7% 4.2% 3.1% 5.5% 7.9% 2.5% 3.5% 2.0% 4.0% 5.4% 

小山・ 

小山ヶ丘 
6.5% 8.4% 3.1% 0.8% 2.3% 5.7% 1.1% 1.5% 0.8% 2.7% 5.0% 

相原 8.7% 13.5% 1.6% 5.6% 5.6% 4.0% 4.8% 4.8% 2.4% 7.1% 5.6% 

全市平均 9.3% 11.0% 3.0% 3.0% 4.8% 4.5% 2.0% 2.3% 1.5% 2.5% 4.8% 

 

地区名 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

南 4.3% 4.8% 0.5% 3.4% 0.5% 0.2% 0.3% 0.7% 0.7% 2.4% 9.8% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
3.2% 5.3% 0.6% 5.3% 0.3% 0.3% 0.0% 1.2% 1.2% 2.6% 8.8% 

原町田 0.0% 3.1% 0.8% 3.1% 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 5.4% 

町田第二 3.6% 4.1% 0.3% 4.4% 0.3% 0.3% 0.3% 1.9% 0.3% 1.4% 8.5% 

玉川学園・

南大谷 
6.3% 4.4% 0.7% 7.7% 0.0% 1.1% 1.5% 1.1% 0.4% 2.2% 6.6% 

木曽 3.6% 4.8% 0.6% 7.2% 0.6% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 2.4% 5.4% 

忠生 5.3% 5.3% 0.3% 6.6% 0.0% 0.5% 1.0% 1.5% 0.3% 3.3% 7.3% 

鶴川 4.7% 4.5% 0.1% 5.4% 0.1% 0.7% 1.3% 0.7% 0.4% 2.4% 10.5% 

小山・ 

小山ヶ丘 
3.4% 3.8% 0.8% 2.3% 0.0% 0.0% 0.4% 0.8% 0.4% 1.1% 10.3% 

相原 4.8% 7.1% 0.0% 10.3% 0.0% 4.0% 0.0% 1.6% 0.8% 1.6% 3.2% 

全市平均 4.2% 4.6% 0.4% 5.2% 0.2% 0.6% 0.6% 1.0% 0.5% 2.2% 8.6% 

この設問は、そのテーマに自覚的に関わっている人の回答であるから、この回答件数が

少ないからといって、当該地区でそのテーマの活動が低調だとは必ずしもいえないことに

留意して見ていただきたい。 

統計的に有意なところを見る。「特にテーマはない」という回答と無回答で 3 分の 1 を占
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めており、回答件数の少ない選択肢もいくつかあるので、統計的に有意なデータは少ない

が、その中でも以下のような特徴が見られた。 

「1. 防犯」は、南地区で多かった。「2. 防災」は、鶴川地区が統計的に有意というほど

ではないが平均を上回っており、他の地区はだいたい平均程度であるが、木曽地区は統計

的に有意に少なかった。「4. 高齢者や障がい者の支援」では、小山・小山ヶ丘地区が低かっ

た。「6. 緑地保全等」では、鶴川地区がかなり多かった。「7. 地域の活性化」は、木曽地区

が多かった。「8. 青少年健全育成」は、木曽地区でかなり多く、町田第二地区では少なかっ

た。「10. 伝統芸能、祭り」は、鶴川地区、相原地区で多く、南地区、玉川学園・南大谷地

区で少なかった。「12. ごみの減量、資源化」は、原町田地区で少なかった。「15. 町内会・

自治会の活性化」は、相原地区で多かった。「17. 地域交通、移動支援」は、相原地区でか

なり多かった。「18. 空き地・空き家」は、鶴川地区で多かった。「19. 居場所づくり」は、

町田第二地区で多かった。「22. 特にテーマはない」と回答した人は、地区でかなりばらつ

きがあるが、特に相原地区で少なかった。 

 

(2) 今後の地域での活動意向 

次に、問 23 では、現在取り組んでいる活動も含めて、今後どのような活動をしてみたい

かを尋ねている。 

下の図では、選択肢は簡略化して示しているが、選択肢は、「1. 町内会・自治会の活動」、

「2. 町内会・自治会と関連する活動（子ども会、老人クラブ、自主防災組織等）」、「3. 地

区協議会の活動」、「4. 行政への協力、公的社会貢献活動（民生委員・児童委員・主任児童

委員、青少年健全育成委員、スポーツ推進委員、消防団、公共施設の運営委員会、PTA 等）」、

「5. 生活環境の改善や地域の課題を解決するための活動（リサイクル促進、コミュニティ

バス等の運行、子育て・高齢者・障がい者支援、伝統芸能の継承等）」、「6. 趣味のサークル

やグループ活動（文化、学習、健康、スポーツ等）」、「7. その他のボランティア、助け合い

活動」、「8. どれにも参加したくない」である（複数回答可）。 
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出典 2024 年度調査問 23  

地区別集計数値表 

地区名 
町内会 
活動 

老人会、

子ども

会、自主

防災組織 

地区 

協議会 

民生委

員、青少

健等の行

政協力 

生活環境

の改善 趣味活動 
その他の

ボランテ

ィア活動 

参加した

くない 

南 19.5% 13.4% 1.7% 4.5% 11.3% 38.5% 2.4% 36.5% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
25.1% 16.7% 2.0% 6.1% 16.7% 35.7% 2.9% 36.3% 

原町田 17.1% 14.7% 3.9% 7.0% 16.3% 41.9% 5.4% 38.8% 

町田第二 21.2% 8.5% 1.7% 5.2% 13.5% 37.5% 3.0% 39.4% 

玉川学園・

南大谷 
21.4% 14.8% 4.1% 9.6% 15.5% 35.4% 3.3% 35.8% 

木曽 19.8% 12.0% 1.8% 6.6% 11.4% 37.1% 1.8% 37.7% 

忠生 23.7% 15.7% 2.8% 7.1% 14.9% 38.1% 3.0% 34.8% 

鶴川 23.1% 16.1% 1.7% 5.5% 14.3% 39.5% 3.4% 30.0% 

小山・ 

小山ヶ丘 
23.3% 11.8% 3.1% 6.5% 14.9% 37.8% 2.7% 37.8% 

相原 25.4% 15.9% 1.6% 4.0% 19.8% 33.3% 4.0% 31.7% 

全市平均 22.0% 14.2% 2.2% 5.9% 14.1% 37.5% 3.0% 35.5% 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%
参加したい活動の地区別集計結果

1. 町内会活動 2. 老人会、子ども会、自主防災組織

3. 地区協議会 4. 民生委員、青少健等の行政協力

5. 生活環境の改善 6. 趣味活動

7. その他のボランティア活動 8. 参加したくない
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ここでも、統計的に有意なデータを中心に見ていこう。 

「1. 町内会・自治会活動」では、地区ごとに多少のばらつきはあっても、統計的に有意

な違いはなかった。「2. 老人クラブ、子ども会、自主防災組織など、町内会・自治会に関連

した活動」では、町田第二地区が少ない。鶴川地区は平均を上回っているが、統計的に有

意というほどではない。「3. 地区協議会」は、ここでも玉川学園・南大谷地区が多かった。

「4. 民生委員、青少年健全育成地区委員会などの行政協力」でも、玉川学園・南大谷地区

が多い。「8. どの活動にも参加したくない」という回答は、町田第二地区で多く、鶴川地区

で少なかった。 

そして、問 23 では、選択肢 1 から 7 までを回答した人に、枝設問の問 23-1 で、「今後、

参加する活動で特に取り組みたいと思うテーマは何ですか。なお、「現在参加しており、取

り組んでいるテーマを継続する」場合も含めてお答えください。」と尋ねている（複数回答

可）。選択肢は、先の問 18 と同じである。 

  
出典 2024 年度調査問 23-1  
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40.0%
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今後参加したい活動のテーマの地区別集計結果

南 高ヶ坂・成瀬 原町田 町田第二

玉川学園・南大谷 木曽 忠生 鶴川

小山・小山ヶ丘 相原 全市平均
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地区別集計数値 

地区名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

南 32.2% 37.4% 8.9% 21.8% 35.3% 13.5% 12.9% 18.7% 5.2% 5.5% 13.2% 

高ヶ坂・成瀬 33.2% 39.5% 11.7% 21.5% 29.8% 12.2% 16.6% 18.5% 11.2% 11.7% 17.6% 

原町田 27.8% 38.0% 17.7% 22.8% 41.8% 16.5% 25.3% 22.8% 8.9% 13.9% 21.5% 

町田第二 32.5% 35.8% 9.9% 20.8% 32.1% 12.7% 11.3% 15.1% 3.8% 7.5% 16.0% 

玉川学園・ 

南大谷 
38.4% 47.6% 13.4% 18.9% 25.6% 12.8% 17.7% 25.6% 8.5% 7.9% 14.6% 

木曽 22.2% 29.3% 15.2% 22.2% 36.4% 12.1% 16.2% 21.2% 8.1% 7.1% 15.2% 

忠生 29.3% 38.0% 11.6% 21.1% 33.9% 17.4% 13.2% 14.9% 5.4% 6.6% 19.4% 

鶴川 30.5% 34.1% 10.2% 19.0% 29.9% 18.8% 9.8% 19.8% 5.3% 8.1% 14.9% 

小山・ 

小山ヶ丘 
28.1% 33.1% 15.6% 13.8% 30.6% 23.1% 10.0% 18.8% 5.6% 5.0% 20.6% 

相原 26.0% 35.1% 11.7% 16.9% 22.1% 14.3% 20.8% 18.2% 14.3% 14.3% 15.6% 

全市平均 30.8% 36.8% 11.5% 19.8% 31.8% 15.8% 13.4% 18.9% 6.7% 7.9% 16.3% 

 

地区名 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

南 11.8% 25.3% 9.5% 7.8% 13.5% 5.5% 2.3% 18.4% 4.0% 1.1% 8.9% 

高ヶ坂・成瀬 15.6% 24.9% 11.7% 11.7% 11.7% 7.8% 9.8% 17.1% 5.9% 1.0% 8.3% 

原町田 11.4% 25.3% 17.7% 7.6% 20.3% 6.3% 2.5% 21.5% 8.9% 5.1% 7.6% 

町田第二 14.6% 25.0% 6.6% 7.1% 4.2% 5.2% 5.2% 19.3% 6.6% 1.4% 9.4% 

玉川学園・ 

南大谷 
12.2% 28.7% 9.8% 12.2% 7.3% 12.2% 7.9% 15.2% 4.9% 2.4% 7.9% 

木曽 15.2% 26.3% 12.1% 15.2% 9.1% 6.1% 4.0% 13.1% 5.1% 5.1% 3.0% 

忠生 13.2% 16.9% 7.0% 10.7% 7.4% 14.5% 4.5% 9.9% 5.0% 0.4% 7.9% 

鶴川 13.0% 21.5% 9.6% 8.3% 8.1% 10.7% 5.3% 11.7% 4.9% 1.5% 6.6% 

小山・ 

小山ヶ丘 
9.4% 28.1% 11.9% 8.8% 6.9% 5.6% 2.5% 14.4% 5.0% 0.6% 8.1% 

相原 9.1% 32.5% 15.6% 9.1% 6.5% 18.2% 7.8% 19.5% 5.2% 1.3% 6.5% 

全市平均 12.9% 24.1% 10.0% 9.3% 9.1% 8.9% 5.1% 15.1% 5.1% 1.6% 7.8% 

統計的に有意なのは、次のデータであった。 

「5. 健康づくり」では、玉川学園・南大谷地区が少なかった。「6. 緑地保全・環境美化」

は、小山・小山ヶ丘地区と鶴川地区が多かった。「7. 地域活性化」は原町田地区で多かっ

た。「9. 青少年健全育成」は、相原地区と高ヶ坂・成瀬地区が多かった。「13. スポーツ」

は、忠生地区が少なかった。「16. 国際交流」は、南地区と原町田地区で多く、町田第二地
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区で少なかった。「17. 地域交通」は、忠生地区、相原地区で多く、南地区で少なかった。

統計的に有意とまではいえないが、鶴川地区も回答数が平均を若干上回っている。「18. 空

き地・空き家」は、高ヶ坂・成瀬地区で多く、南地区で少なかった。「19. 居場所づくり」

は、ここでも町田第二地区で多かったほか、統計的に有意とまではいえないが、南地区で

も回答数が平均をやや上回っている。「21. その他」は、内容を特定できないのだが、木曽

地区に多かった。 

 

(3) 参加しやすい条件 

続いて問 24 で、どんな条件があれば参加しやすいかを尋ねた。 

 
出典 2024 年度調査問 24  
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参加しやすい条件の地区別集計結果

南 高ヶ坂・成瀬 原町田

町田第二 玉川学園・南大谷 木曽

忠生 鶴川 小山・小山ヶ丘

相原 全市平均
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選択肢及び地区別集計数値 

No 選択肢 

１ 活動に関する情報をもっと PR する 

２ 活動の内容がマンネリ化しないよう魅力的なものにする 

３ 参加しやすい曜日や時間を設定する 

４ 活動内容や役割を選べるようにする 

５ 役員やリーダーを任期制にするなど、特定の人にずっと負担がかからないようにする 

６ 成果や貢献が具体的に見えたり、実感できるように工夫する 

７ しがらみがあって参加したらやめられないなど、閉鎖的な雰囲気をなくす 

８ 会員にならなくても、活動メンバーとして参加できるようにする 

９ 特定のイベントのみの参加、インターネット上での参加など、多様な参加方法を用意する  

１０ 地域内の様々な住民組織、活動団体が連携して、一緒に取り組める活動をする 

１１ 参加した人が、なんらかのメリットを得られるようにする 

１２ 参加者の意見を尊重し、民主的な運営をする 

１３ その他 

１４ わからない 

 

地区名 １ 2 3 ４ ５ ６ ７ 

南 43.7% 16.3% 30.0% 18.5% 19.0% 12.0% 32.5% 

原町田 52.7% 20.9% 38.8% 20.9% 20.2% 11.6% 34.1% 

小山・ 

小山ヶ丘 
42.0% 15.3% 30.5% 16.0% 19.8% 11.5% 31.3% 

忠生 40.7% 17.7% 26.3% 20.5% 17.9% 9.8% 30.8% 

木曽 38.3% 16.2% 31.1% 19.8% 19.8% 12.0% 37.7% 

玉川学園・

南大谷 
46.9% 19.2% 35.4% 18.1% 22.9% 14.4% 37.3% 

町田第二 38.3% 19.3% 27.8% 18.2% 20.7% 9.4% 32.2% 

相原 39.7% 25.4% 31.7% 15.1% 21.4% 15.1% 30.2% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
39.8% 17.3% 31.9% 17.3% 21.6% 10.2% 31.9% 

鶴川 47.1% 20.7% 33.9% 20.5% 23.6% 13.0% 32.2% 

全市平均 42.8% 18.5% 31.2% 18.6% 20.9% 11.6% 32.6% 
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地区名 ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

南 32.2% 28.4% 4.1% 19.2% 11.6% 3.8% 14.4% 

原町田 42.6% 37.2% 8.5% 20.2% 17.1% 3.1% 17.1% 

小山・ 

小山ヶ丘 
36.6% 29.4% 7.3% 22.5% 13.7% 1.1% 19.1% 

忠生 32.3% 22.0% 6.6% 20.7% 15.7% 2.5% 14.6% 

木曽 37.1% 31.1% 7.8% 14.4% 12.6% 1.8% 15.6% 

玉川学園・ 

南大谷 
40.2% 35.8% 7.0% 22.5% 11.1% 2.6% 10.3% 

町田第二 33.3% 25.3% 4.7% 16.3% 12.9% 3.6% 18.2% 

相原 34.1% 26.2% 7.9% 23.8% 19.8% 1.6% 16.7% 

高ヶ坂・ 

成瀬 
36.3% 26.6% 8.2% 19.0% 12.9% 5.0% 15.5% 

鶴川 33.7% 31.4% 5.4% 20.1% 12.0% 3.0% 12.4% 

全市平均 34.8% 28.7% 6.2% 19.4% 13.0% 3.1% 14.9% 

地区によって若干の差異が認められるが、これが何によって規定されているかはこれだ

けではわからない。当該地区の地域活動において広く共有されているスタイルが影響して

いるのか、それとも当該地区に住んでいる人たちの多くが共有している意識が影響してい

るのか、いずれにせよ、それぞれの地区で活動を発想するときに多少の参考にはなるかも

しれない。ただし、統計的に検定してみると、特に有意な傾向が認められるデータはほぼ

ないといってよい。 

 

5. まとめ 

各地区の特性を、統計的に有意なところを中心に見てきた。我々が調査に訪問させてい

ただいた経験からして、なるほどと思うデータもあったし、意外だと思うデータもあった。

おそらく、この報告書を読まれている市民の方々にとっては、もっと思い当たるふしのあ

るデータが多いのではなかろうか。 

特定の項目について、数字の「高い・低い」や「多い・少ない」をそれだけ切り離してみ

るのではなく、一連の数字を一つの地区について俯瞰して、地区の特徴を想像すると、活

動の工夫にもつながるように思われる。このようにデータを俯瞰してみることによって、

地区の特徴が浮かび上がるように感じたものである。読者におかれても、ぜひそのような

データの眺め方をしていただき、地域コミュニティのために生かしていただきたい。 
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資料 3 

地域活動団体アンケート調査の 

単純集計と調査票 
 

1. 調査の概要 

1.1. 調査目的 

本アンケートは、地域活動団体の皆様の活動状況、地域コミュニティとのつながり及び課題を把

握することを目的に実施した。 

 

1.2. 調査項目 

問１ 団体の概要 

問 2. 団体の情報の入手方法等 

問３ 団体の活動場所等 

問４ 団体の活動資金や経済状況 

問５ 団体と町田市・支援組織・地域との関係 

問６ 団体の活動における課題等 

問７ 地域活動団体と行政との望ましい関係 

問８ 団体の困りごと、将来展望、町田市に期待することや提案 

連絡先（任意） 

 

1.3. 調査設計 

（１）調査地域 町田市全域 

（２）調査対象 町田市を拠点に活動する地域活動団体 

（３）対象者数 4,548 団体 

（４）調査方法 ⼆次元コードを添付したはがきを郵送配布、インターネットにて回収 

（５）調査期間 2025 年 4 月～5 月 

 

1.4. 回収結果 

（１）調査件数 4,548 件 

（２）有効回収数 982 件 

（３）有効回収率 21.6 % 
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2. 単純集計 

※ この調査結果を示すグラフは、基本的にマイクロソフトフォームズが自動生成した画像

を活用して編集したものである。グラフを見る際は以下の点にご留意いただきたい。 

 マイクロソフトフォームズの仕様により「無回答」は反映されていない。つまり、

無回答を除いた回答数を分母として割合が算出されグラフ化されている。 

 分岐設問では、回答該当者数を n として追記した。回答非該当者の回答が含まれて

いる場合があることや、無回答が反映されていないことなどにより、n とグラフ上

の全数とはわずかに異なる場合がある。 

※ 本報告書では量的データの集計結果を示す。自由記述を含む質的データについては、別

冊資料にまとめる。 

※ 円グラフは、上部中央から選択肢の番号順に時計回りに並んでいる。 

 

 

問 1 団体の概要についてうかがいます。 

3 設立年数 

 
 

  

2.8%

(27)

14.0%

(133)

17.2%

(164)

16.3%

(155)
8.9%

(85)

12.7%

(121)

28.0%

(267)

１．１年未満

２．１－５年未満

３．５－１０年未満

４． １０―１５年未満

５． １５－２０年未満

６． ２０－２５年未満

７． ２５年以上
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4 貴団体の活動分野に該当するものすべてを選んでください。また、最も重点を置いて

いる分野を 1 つ選んでください。 
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No. 選択肢 No. 選択肢

1 保健・医療 11 国際協力・交流

2 高齢者福祉 12 子どもの健全育成・子育て支援

3 障がい者福祉 13 防災

4 消費生活 14 防犯

5 社会教育・生涯学習 15 交通安全

6 まちづくり（景観、都市計画、建築等） 16 居場所づくり

7 文化・芸術 17 若者支援

8 スポーツ 18 地域交通・移動支援

9 自然・環境 19
中間支援・コミュニティ支援

（他の活動団体への支援をする活動）

10 人権擁護・男女共同参画 20 その他

7 主な活動の目的や活動の性質は次のどれに近いですか。（複数回答可）

No. 選択肢

1 メンバー相互の親睦を深める

2 悩みや課題を共有し解決を図る

3 ボランティア活動を行う

4 行政や地域から求められた役割を担う

5 理念・思想に基づいて行動し、その実現を目指す

6 地域にとって必要なサービスを開拓・提供する

7 地域について学習・調査し、より良くするための提案を行う

8 その他

758 (78.8%)206 (21.4%)

248 (25.8%)

154 (16.0%)

249 (25.9%)

120(12.5%)

66 (6.9%)

134 (13.9%)

0 100 200 300 400 500 600 700 800
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8 貴団体の設立時と現在とを比べて活動方針や活動内容に大きな変化はありますか。

10-1 団体の規模

10-2 男女比

10-3 メンバーの居住地

15.8%

(152)

77.1%

(742)

7.1%

(68)

１.ある

２.ない

３.わからない

34.6%

(333)

52.0%

(500)

8.3%

（80）

3.7%

(36)

0.6%

(6)

0.7%

(7）

１.10人未満

２.50人未満

３.100人未満

４.500人未満

５.1,000人未満

６.1,000人以上

59.0%

(568)

20.5%

(197)

17.8%

(171)

2.7%

(26)

１．女性が多い

２．男性が多い

３．ほぼ同数

４．その他

73.0%

(702)

22.1%

(213)

3.3%

(32)

1.6%

(15)

１．ほとんど町田市在住

２．半数程度は町田市在住

３．町田市在住はあまり多くない

４．その他
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10-4 最多年齢層

11 貴団体の組織運営の形態は次のどれに近いですか。

No. 選択肢

1 全員が役割を担い運営する団体（特に役職などを設けない場合も含む）

2 中心となる会員が運営し一般会員が必要に応じて参加する団体

3 専任の事務局員を持つ団体

4 その他

12 法人格について下記より選択してください。

9.8%

(94)

2.0%

(19) 2.5%

(24)

8.6%

(83)
11.3%

(109)

16.0%

(154) 

37.9%

(365)

11.9%

(114)

１．１９歳以下

２．２０歳代

３．３０歳代

４．４０歳代

５．５０歳代

６．６０歳代

７．７０歳代

８．８０歳以上

42.7%

(411)

51.4%

(494)

3.3%

(32) 

2.6%

(25)

１．全員が役割を担う

２．中心会員が運営

３．専任の事務局員を持つ

４．その他

88.4%

(850)

5.4%

(52)

1.8%

(17)

0.2%

(2)

0.2%

(2)

0.5%

(5)

0.3%

(3)
0.1%

(1)

3.1%

(30)

１．法人格なし

２．特定非営利活動法人

３．一般社団法人・公益社団法人

４．一般財団法人・公益財団法人

５．労働者協同組合

６．社会福祉法人

７．株式会社等営利法人

８．合同会社

９．その他
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13 主な活動地域はどの程度の範囲ですか。

14 活動の頻度はどのくらいですか。

8.4%

(81)

2.1%

(20)

1.0%

(10)

8.5%

(82) 4.7%

(45)

2.6%

(25)

6.7%

(64)

4.8%

(46)

31.4%

(302 )

23.9%

(230)

5.9%

(57)１．隣近所

２．住宅街や団地

３．「丁目」

４．町内会・自治会

５．最寄の小学校の通学範囲

６．最寄の中学校の通学範囲

７．「町」

８．合併前の１町４村

９．町田市全体

１０．町田市外を含む

１１．その他

5.7%

(55)

32.4%

(312)

48.2%

(464)

7.2%

(69)

4.1%

(39)

2.4%

(23)

１．ほぼ毎日

２．週に１回以上

３．月に１回以上

４．２～３カ月に１回程度

５．年に１回以上

６．その他
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問２ 貴団体の情報の入手方法等についてうかがいます。

1 活動に必要な情報を現在どのような形で入手していますか。（複数回答可）

No. 選択肢

1 「広報まちだ」などの行政の広報誌（紙）

2 町田市地域活動サポートオフィスからの情報提供

3 各種地域活動団体等の機関誌（紙）・会報

4 新聞・テレビ・ラジオ・雑誌

5 民間の地元情報誌（紙）・タウン誌（紙）

6 SNS（Instagram、X、Facebook、いちのいちなど）

7 インターネット

8 口コミ

9 掲示板・張り紙

10 その他

2 活動に必要な情報を十分に得ることができていますか。

343 (35.7%)

143 (14.9%)

140 (14.6%)

94 (9.8%)

78 (8.1%)

172 (17.9%)

399 (41.5%)

301 (31.3%)

137 (14.2%)

135 (14.0%)

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

1

2

3

4

5

6
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10

60.1%

(578)

6.1%

(59)

33.8%

(325)
１．はい

２．いいえ

３．どちらともいえない
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3 町田市は地域活動団体が活動するにあたって、必要な情報を十分に発信していると思

いますか。

4 貴団体が活動するにあたって特に必要とする情報は何ですか。（3 つまで選択可）

No. 選択肢

1 施設の空き状況・利用（予約）方法等

2 シンポジウム・講演会などのイベント情報

3 他の地域活動団体の状況

4 専門家に関する情報・依頼方法

5 組織運営のノウハウ等団体活動展開のための情報（支援制度・相談窓口など）

6 行政施策や各種制度の情報

7 その他

37.7%

(363)

12.9%

(124)

49.4%

(475)

１．はい

２．いいえ

３．どちらともいえない

777 (80.8%)104 (10.8%)

186 (19.3%)

87 (9.0%)

128 (13.3%)

175 (18.2%)

45 (4.7%)
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問 3 貴団体の活動場所等についてうかがいます。

1-1 活動は主にどのような場所で行っていますか。それぞれの活動ごとに当てはまるも

のを選んでください。（複数回答可）

No. 選択肢

1 公共の施設内

2 学校

3 民間・企業等の施設

4 野外

5 町内会・自治会館、中規模会館、マンション等の集会室

6 団体専用の事務所

7 メンバーの個人宅

8 レストラン・喫茶店など

9 オンライン

10 その他

483

78
49

28

101

37
76

121
144

22

657

175

89
119 121

25
49

33 46
24

0

100

200

300

400

500

600

700

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

（役員会等の）打ち合わせを行う場所 活動を行う場所
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2-1 活動の経過や成果を発表・発信していますか。または発表・発信したいですか。

2-2 一つ前の設問で「１」「２」を選んだ方はお答えください。それはどのような方法で

すか。（複数回答可）

No. 選択肢

１ 会報・報告書等

２ ホームページ、ＳＮＳ、メールマガジン

３ 発表会・イベント・シンポジウム

４ 新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

５ ケーブルテレビ・タウン情報誌

６ その他

53.1%

(511)

9.9%

(95)

37.0%

(356)
１．発表・発信している

２．今後発表・発信したいと思う

３．発表・発信する予定はない

185 (30.5%)
275 (45.4%)

279 (46.0%)
14 (2.3%)

26 (4.3%)

46 (7.6%)
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問４ 貴団体の活動資金や経済状況についてうかがいます。

1-1 団体の年間の活動資金はどのくらいですか。

1-２ 一つ前の設問で「1～6」のいずれかを選んだ方のみ貴団体の年間収入の割合はどの

ようになっていますか。最も多いものから順に、1 つずつあてはまるものを選んで

ください。

No. 選択肢 No. 選択肢

1 会費等 5 行政からの補助金・助成金

2 一般からの寄付金 6 民間団体からの助成金

3 行政からの事業委託 7 借入金

4 事業収入 8 その他

48.0%

(462)

22.6%

(217)

8.1%

(78) 

5.0%

(48)

1.5%

(14)

3.0%

(29)

11.9%

(114 )
１．１０万円未満

２．５０万円未満

３．１００万円未満

４．５００万円未満

５．１，０００万円未満

６．１，０００万円以上

７. なし

656

24 12
33

75

16
1

42

78

25
10

33 44
24

2 1925 26
7 11 15 19

4 11
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最も多いもの ２番目に多いもの ３番目に多いもの
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2 活動をしていく中で経済的負担になっていることは何ですか。（3 つまで選択可）

No. 選択肢

１ 調査・研究費

２ 会場・施設などの使用料

３ 機材・資料・参考図書などの調達費

４ 団体との交流費（交通費含む）

５ イベント等の広報・宣伝にかかる費用

６ 通信費

７ 会報などの作成費

８ 講師などへの謝礼

９ 事務所維持費（光熱水費・家賃等）

10 人件費（職員給与、アルバイト賃金、ボランティア謝礼等）

11 特に経済的負担はない

12 その他

9 (0.9%)

495 (51.5%)

101 (10.5%)

64 (6.7%)

83 (8.6%)

66 (6.9%)

50 (5.2%)

179 (18.6%)

23 (2.4%)

81 (8.4%)

300 (31.2%)

59 (6.1%)
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問５ 貴団体と町田市・支援組織・地域との関係についてうかがいます。 

1-1 現在、貴団体は市行政と何らかのつながりを持っていますか。（複数回答可） 

 
 

No. 選択肢 No. 選択肢 

1 活動資金の補助（定期的なもの） 6 設備や備品の貸し出し 

2 活動資金の補助（一時的なもの） 7 専門家や職員の派遣 

3 活動機会の提供（事業委託など） 8 つながりを持っていない 

4 活動の場の提供 9 その他 

5 
活動に関する情報の 

提供・助言・相談 
  

 

2-1 貴団体は、市行政と今後どのように関わっていきたいですか。 

 

  

110 (11.4%)

28 (2.9%)

35 (3.6%)

345 (35.9%)

115 (12.0%)

158 (16.4%)

20 (2.1%)

450 (46.8%)

23 (2.4%)
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1.2%

(12)

15.9%

(153)

27.1%

(260)
30.3%

(291)

24.1%

(232 )

1.4%

(13) １．行政が行っている事業を請け負っていきたい

２．行政の支援を受けながら活動していきたい

３．必要に応じて連携・協力していきたい

４．独自に活動していきたい

５．わからない

６．その他
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3-1 現在、貴団体は市役所以外の支援組織（町田市社会福祉協議会、高齢者支援センタ

ー、町田市地域活動サポートオフィスなど）と何らかのつながりを持っています

か。（複数回答可）

No. 選択肢 No. 選択肢

1 活動資金の補助（定期的なもの） 6 設備や備品の貸し出し

2 活動資金の補助（一時的なもの） 7 専門家や職員の派遣

3 活動機会の提供（事業委託など） 8 つながりを持っていない

4 活動の場の提供 9 その他

5
活動に関する情報の

提供・助言・相談

4-1 貴団体は支援組織と今後どのように関わっていきたいですか。

64 (6.7%)

36 (3.7%)

27 (2.8%)

111 (11.5%)

131 (13.6%)

48 (5.0%)

28 (2.9%)

683 (71.0%)

23 (2.4%)
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11.7%

(112)

22.0%

(211)

34.9%

(335)

30.5%

(293)

1.0%

(10)
１．支援組織の支援・サポートを受けながら活動していきたい

２．必要に応じて連携・協力していきたい

３．独自に活動していきたい

４．わからない

５．その他
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5 貴団体は、地域と何らかのつながりを持っていますか。（複数回答可）

No. 選択肢

1 メンバーのほとんどが地域住民である

2 地域の行事によく参加している

3 イベントを行う時など地域に手伝ってもらっている

4 活動の対象が地域・住民である

5 地域及び近隣の町内会・自治会等と連携を取ることがある

6 地区協議会と連携を取ることがある

7 地区社会福祉協議会と連携を取ることがある

8 つながりは持っていない

9 その他

651 (67.7%)165 (17.2%)

63 (6.5%)

325 (33.8%)

142 (14.8%)

51 (5.3%)

83 (8.6%)

230 (23.9%)

15 (1.6%)
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問６ 貴団体の活動における課題等についてうかがいます。貴団体が活動をしていく上でど

のような課題がありますか。

1-1 人材面について（複数回答可）

No. 選択肢

1 専門職・事務局員などの人材の確保が難しい

2 役員のなり手がいない

3 高齢化が進み活動を引き継ぐ人がいない

4 中心となるメンバーが固定化し、運営がマンネリ化している

5 メンバーが少ない

6 新しいメンバーが増えず、活動が発展しない

7 メンバーが多忙なため、なかなか活動に参加できない

8 年齢や性別の構成に偏りがある

9 メンバーが多すぎて組織がまとまらない

10 特に課題はない

11 その他

61 (6.3%)

148 (15.4%)

210 (21.8%)

122 (12.7%)

248 (25.8%)

283 (29.4%)

87 (9.0%)

112 (11.6%)

5 (0.5%)

348 (36.2%)

20 (2.1%)
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1-2 運営面について（複数回答可） 

 
 

No. 選択肢 

1 運営資金の確保が難しい 

2 活動の目的や理念が曖昧になっている 

3 活動場所の確保が難しい 

4 打ち合わせ場所の確保が難しい 

5 事業の機会に恵まれない 

6 資金助成を受けることにより団体の自立性・主体性が損なわれる 

7 社会の認知度が低く、支持を受けにくい 

8 運営ノウハウが不十分で効率が悪い 

9 活動情報の発信・PR が難しい 

10 ＳＮＳ やホームページの立ち上げ・運用が難しい 

11 活動の参考になる情報の入手が難しい 

12 他の団体や行政と交流する場が少ない 

13 活動に必要な知識や技術を身につけるのが難しい 

14 特に課題はない 

15 その他 

 

  

146 (15.2%)

15( 1.6%)

293 (30.5%)

54 (5.6%)

11 (1.1%)

6 (0.6%)

73 (7.6%)

25 (2.6%)

112 (11.6%)

62 (6.4%)

39 (4.1%)

59 (6.1%)

39 (4.1%)

427 (44.4%)40 (4.2%)
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問７ 地域活動団体と行政との望ましい関係についてうかがいます。 

1 地域活動団体への行政の支援について、次のような考え方に対して、貴団体の考えは

どれに一番近いですか。 

 
 

No. 選択肢 

1 行政は公益性の高い地域活動を優先して支援すべきである 

2 支援は特定の団体に手厚く行うより、あらゆる団体に少しずつ公平に行うべきである 

3 
地域活動が活発になるためには、人、物、資金といった行政の支援やバックアッ

プが欠かせない 

4 
地域活動の活性化には団体の自主性の尊重が重要であるため、行政は支援をする

際に、団体の運営にあまり深く関与しすぎないように留意すべきである 

5 
公共サービスの提供は行政が責任を持つべきであり、地域活動団体が公共サービ

スを提供する場合であっても行政がコントロールする必要がある 

6 
行政と地域活動が競合する場合には、お互いが対等な立場で、役割分担や棲み分

けを調整すべきである 

7 
行政による地域活動団体との協働や地域活動団体への支援は、何故その地域活動

団体なのかを明確に説明する必要がある 

8 
地域活動団体が行政から支援を受けている場合、地域活動団体は市民に対して活

動内容等を公開する責務を負う必要がある 

9 
地域活動団体への支援が社会状況などの変化に応じて適切に行われているか定期

的に評価し、支援の透明性を確保する仕組みをつくることが必要である 
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2 行政が今後実施すべき地域活動団体に対する施策について、次のうち優先順位の高い

と思われるものを選んでください。（3 つまで選択可） 

 
 

No. 選択肢 

１ 地域活動団体の活動場所を充実する 

２ 地域活動団体への事業委託や協働事業を増やす 

３ 行政が策定する各種計画の策定プロセスへの地域活動団体の参加を進める 

４ 地域活動団体が利用できる資源（資金、施設等）の情報提供を充実する 

５ 地域活動団体を支援するための基金を創設し、活動資金の助成・融資を行う 

６ 講師・専門家などの人材の派遣、研修の機会や情報の提供を行う 

７ 中間支援組織や各種コーディネーターの支援機能をより充実させる 

８ 組織体制づくりや法人格取得について助言を行う 

９ 
行政や中間支援組織によって、行政と地域活動または地域活動相互の役割分担

や連携・協力・交流を推進するための機会を充実させる 

10 会報や PR 紙等の作成・発行を支援する 

11 その他 

 

 

740 (76.9%)
106 (11.0%)

125 (13.0%)

434 (45.1%)

127 (13.2%)

168 (17.5%)

68( 7.1%)

26 (2.7%)
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16(1.7%)
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3. 調査票 

2025 年度｜町田市の地域活動団体に関する調査 回答フォーム 

 

地域活動団体調査へのご協力のお願い 

市民の皆様には、平素から市政にご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

町田市では持続可能な地域社会をつくり、地域ぐるみで見守り合い、助け合える場づく

りを目指すため、法政大学と共同で地域コミュニティに関する研究を行っております。 

本調査は、地域活動団体の皆様の活動状況、地域コミュニティとのつながり及び課題を

把握し、今後の施策を検討する貴重な資料として活用させていただきます。 

町田市で活動を行っている団体の皆様におかれましては、お忙しいところ誠に恐縮では

ございますが、本調査にご協力くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

2025 年 4 月 町田市長 石阪丈一 

 

＜所要時間＞20 分 

＜回答期限＞2025 年 5 月 30 日（金） 

※団体の登録状況により複数届く場合がありますが、一団体につき一回答にてお願いいた

します。 

※本調査フォームは、控えを回答者に送る機能がございません。お手数ですが、回答の控

えを保存したい方は、画面をスクリーンショットするなどの方法で記録していただきます

ようお願いいたします。 

 

【問合せ先】 

町田市市民部市民協働推進課 〒194-8520 東京都町田市森野 2-2-22 

TEL：042 (724) 4362／FAX：050 (3085) 6517 

 

 

問 1 貴団体の概要についてうかがいます。 

 

１ー１． 団体名（グループ名） １ー２． 団体名（グループ名）よみがな 

例：町田地域活動団体 例：まちだちいきかつどうだんたい 
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２－１． 代表者名 ２ー２． 代表者名よみがな 

例：町田花子 例：まちだはなこ 

 
 

３．設立年数 

１．１年未満 

２．１－５年未満 

３．５－１０年未満 

４． １０―１５年未満 

５． １５－２０年未満 

６． ２０－２５年未満 

７． ２５年以上 

 

４．貴団体の活動分野に該当するものすべてを選んでください。また、最も重点を置いている分野を１

つ選んでください。 

 該当する分野 
最も重点を置い

ている分野 

１．保健・医療 □ □ 

２．高齢者福祉 □ □ 

３．障がい者福祉 □ □ 

４．消費生活 □ □ 

５．社会教育・生涯学習 □ □ 

６．まちづくり（景観、都市計画、建築等） □ □ 

７．文化・芸術 □ □ 

８．スポーツ □ □ 

９．自然・環境 □ □ 

１０．人権擁護・男女共同参画 □ □ 

１１．国際協力・交流 □ □ 

１２．子どもの健全育成・子育て支援 □ □ 

１３．防災 □ □ 

１４．防犯 □ □ 

１５．交通安全 □ □ 

１６．居場所づくり □ □ 

１７．若者支援 □ □ 

１８．地域交通・移動支援 □ □ 

１９．中間支援・コミュニティ支援 

（他の活動団体への支援をする活動） 
□ □ 

２０．その他 □ □ 

 

５．一つ前の設問で「２０」を選んだ方は、下記にその内容をお書きください。 
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６．現在の活動内容を具体的にお書きください。 

 

 

７． 主な活動の目的や活動の性質は次のどれに近いですか。（複数回答可） 

１．メンバー相互の親睦を深める ５．理念・思想に基づいて行動し、その実現を目指す 

２．悩みや課題を共有し解決を図る ６．地域にとって必要なサービスを開拓・提供する 

３．ボランティア活動を行う 

４．行政や地域から求められた役割を担う 

７．地域について学習・調査し、より良くするための

提案を行う 

 ８．その他 

 

８．貴団体の設立時と現在とを比べて活動方針や活動内容に大きな変化はありますか。 

１．ある ２．ない ３．わからない 

 

９．一つ前の設問で「１」を選んだ方は、下記にその内容やその背景をお書きください。 

 

 

１０―１．  

団体の規模 

１０ー２．  

男女比 

１０－３．  

メンバーの居住地 

１０－４．  

最多年齢層 

１．１０人未満 

２．５０人未満 

３．１００人未満 

４．５００人未満 

５．１，０００人未満 

６．１，０００人以上 

１．女性が多い 

２．男性が多い 

３．ほぼ同数 

４．その他 

１．ほとんど町田市在住 

２．半数程度は町田市在住 

３．町田市在住はあまり多くない 

４．その他 

１．１９歳以下 

２．２０歳代 

３．３０歳代 

４．４０歳代 

５．５０歳代 

６．６０歳代 

７．７０歳代 

８．８０歳以上 

１１．貴団体の組織運営の形態は次のどれに近いですか。 

１．全員が役割を担い運営する団体（特に役職などを設けない場合も含む） 

２．中心となる会員が運営し一般会員が必要に応じて参加する団体 

３．専任の事務局員を持つ団体 

４．その他 

 

１２．法人格について下記より選択してください。 

１．法人格なし 

２．特定非営利活動法人 

（NPO 法人・認定 NPO 法人） 

３．一般社団法人・公益社団法人 

４．一般財団法人・公益財団法人 

５．労働者協同組合 

６．社会福祉法人 

７．株式会社等営利法人 

８．合同会社 

９. その他 
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１３．主な活動地域はどの程度の範囲ですか。

１．隣近所の範囲

２．住宅街や団地の範囲

３．「丁目」の範囲

４．町内会・自治会の範囲

５． 最寄の小学校の通学範囲

６．最寄の中学校の通学範囲

７．「町」の範囲

８．合併前の１町４村の地区範囲

（町田、南、鶴川、忠生、堺）

９．町田市全体

１０．町田市外を含む

１１. その他

１４．活動の頻度はどのくらいですか。

１．ほぼ毎日

２．週に１回以上

３．月に１回以上

４．２～３カ月に１回程度

５．年に１回以上

６. その他

問２ 貴団体の情報の入手方法等についてうかがいます。

１．活動に必要な情報を現在どのような形で入手していますか。（複数回答可）

１．「広報まちだ」などの行政の広報誌（紙）

２．町田市地域活動サポートオフィスからの

情報提供

３．各種地域活動団体等の機関誌（紙）・会報

４．新聞・テレビ・ラジオ・雑誌

５．民間の地元情報誌（紙）・タウン誌（紙）

６．SNS（Instagram、X、Facebook、いち

のいちなど）

７．インターネット

８．口コミ

９．掲示板・張り紙

１０．その他

２．活動に必要な情報を十分に得ることができていますか。

１．はい ２．いいえ ３．どちらともいえない

３.町田市は地域活動団体が活動するにあたって、必要な情報を十分に発信していると思いますか。

１．はい ２．いいえ ３．どちらともいえない

４．貴団体が活動するにあたって特に必要とする情報は何ですか。（３つまで選択可）

１．施設の空き状況・利用（予約）方法等

２．シンポジウム・講演会などのイベント情報

３．他の地域活動団体の状況

４．専門家に関する情報・依頼方法

５．組織運営のノウハウ等団体活動展開のため

の情報（支援制度・相談窓口など）

６．行政施策や各種制度の情報

７．その他
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問 3 貴団体の活動場所等についてうかがいます。 

 

１ー１．活動は主にどのような場所で行っていますか。それぞれの活動ごとに当てはまるものを選ん 

でください。（複数回答可） 

 （役員会等の）打ち

合わせを行う場所 
活動を行う場所 

１．公共の施設内 □ □ 

２．学校 □ □ 

３．民間・企業等の施設 □ □ 

４．野外 □ □ 

５．町内会・自治会館、中規模会館、マンション等 

の集会室 
□ □ 

６．団体専用の事務所 □ □ 

７．メンバーの個人宅 □ □ 

８．レストラン・喫茶店など □ □ 

９．オンライン □ □ 

１０．その他 □ □ 

 

１ー２．一つ前の設問で「１～５」、「１0」のいずれかを選んだ方のみ、上記回答について下記に具体 

的な活動場所をお書きください。 

 

 

２－１．活動の経過や成果を発表・発信していますか。または発表・発信したいですか。 

１．発表・発信している ２．今後発表・発信したいと思う ３．発表・発信する予定はない 

 

２ー２．一つ前の設問で「１」、「２」を選んだ方はお答えください。それはどのような方法ですか。 

（複数回答可） 

１．会報・報告書等 

２．ホームページ、SNS、メールマガジン 

３．発表会・イベント・シンポジウム 

４．新聞・雑誌・テレビ・ラジオ 

５．ケーブルテレビ・タウン情報誌 

６．その他 

 

問４ 貴団体の活動資金や経済状況についてうかがいます。 

 

１ー１．貴団体の年間の活動資金はどのくらいですか。 

１．１０万円未満 

２．５０万円未満 

 

３．１００万円未満 

４．５００万円未満 

５．１，０００万円未満 

６．１，０００万円以上 

７．なし 
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１ー２．一つ前の設問で「１～６」のいずれかを選んだ方のみ貴団体の年間収入の割合はどのようにな 

っていますか。最も多いものから順に、1 つずつあてはまるものを選んでください。 

 最も多いもの ２番目に多いもの ３番目に多いもの 

１．会費等 □ □ □ 

２．一般からの寄付金 □ □ □ 

３．行政からの事業委託 □ □ □ 

４．事業収入 □ □ □ 

５．行政からの補助金・助成金 □ □ □ 

６．民間団体からの助成金 □ □ □ 

７．借入金 □ □ □ 

８．その他 □ □ □ 

 

１ー３．一つ前の設問で 「８」を選んだ方は、具体的な内容をお書きください。 

 

 

２．活動をしていく中で経済的負担になっていることは何ですか。（３つまで選択可） 

１．調査・研究費 

２．会場・施設などの使用料 

３．機材・資料・参考図書などの調達費 

４．団体との交流費（交通費含む） 

５．イベント等の広報・宣伝にかかる費用 

６．通信費 

７．会報などの作成費 

８．講師などへの謝礼 

９．事務所維持費（光熱水費・家賃等） 

１０．人件費（職員給与、アルバイト賃金、 

ボランティア謝礼等） 

１１．特に経済的負担はない 

１２．その他 

 

問５ 貴団体と町田市・支援組織・地域との関係についてうかがいます。 

 

１―１．現在、貴団体は市行政と何らかのつながりを持っていますか。（複数回答可） 

１．活動資金の補助（定期的なもの） 

２．活動資金の補助（一時的なもの） 

３．活動機会の提供（事業委託など） 

４．活動の場の提供 

５．活動に関する情報の提供・助言・相談 

６．設備や備品の貸し出し 

７．専門家や職員の派遣 

８．つながりは持っていない 

９．その他 

 

１ー２．普段つながりのある市の窓口（担当課）を教えてください。 

 

 

  

巻末資料＜115＞



 

２ー１．貴団体は、市行政と今後どのように関わっていきたいですか。 

１．行政が行っている事業を請け負っていきたい 

２．行政の支援を受けながら活動していきたい 

３．必要に応じて連携・協力していきたい 

４．独自に活動していきたい 

５．わからない 

６．その他 

 

２ー２．一つ前の設問で「１～３」のいずれかを選んだ方は、市とどのような事業・活動で関わり 

（協働し）たいですか。 

 

 

３ー１．現在、貴団体は市役所以外の支援組織（町田市社会福祉協議会、高齢者支援センター、町田市

地域活動サポートオフィスなど）と何らかのつながりを持っていますか。（複数回答可） 

１．活動資金の補助（定期的なもの） 

２．活動資金の補助（一時的なもの） 

３．活動機会の提供（事業委託など） 

４．活動の場の提供 

５．活動に関する情報の提供・助言・相談 

６．設備や備品の貸し出し 

７．専門家や職員の派遣 

８．つながりは持っていない 

９．その他 

 

３－２．上記で回答したつながりのある支援組織について具体的な組織名を教えてください。 

 

 

４－１．貴団体は支援組織と今後どのように関わっていきたいですか。 

１．支援組織の支援・サポートを受けながら活動していきたい 

２．必要に応じて連携・協力していきたい 

３．独自に活動していきたい 

４．わからない 

５．その他 

 

４－２．一つ前の設問で「１」「２」のいずれかを選んだ方のみその場合、支援組織とどのような 

事業・活動で関わり（協働し）たいですか。 

 

 

５．貴団体は、地域と何らかのつながりを持っていますか。（複数回答可） 

１．メンバーのほとんどが地域住民である 

２．地域の行事によく参加している 

３．イベントを行う時など地域に手伝ってもら 

っている 

４．活動の対象が地域・住民である 

５．地域及び近隣の町内会・自治会等と連携を取る 

ことがある 

６．地区協議会と連携を取ることがある 

７．地区社会福祉協議会と連携を取ることがある 

８．つながりは持っていない 

９．その他 
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問６ 貴団体の活動における課題等についてうかがいます。

貴団体が活動をしていく上でどのような課題がありますか。

１ー１．人材面について（複数回答可）

１．専門職・事務局員などの人材の確保が難しい

２．役員のなり手がいない

３．高齢化が進み活動を引き継ぐ人がいない

４．中心となるメンバーが固定化し、運営がマン

ネリ化している

５．メンバーが少ない

６．新しいメンバーが増えず、活動が発展しない

７．メンバーが多忙なため、なかなか活動に参

加できない

８．年齢や性別の構成に偏りがある

９．メンバーが多すぎて組織がまとまらない

１０．特に課題はない

１１．その他

１－２．運営面について（複数回答可）

１．運営資金の確保が難しい

２．活動の目的や理念が曖昧になっている

３．活動場所の確保が難しい

４．打ち合わせ場所の確保が難しい

５．事業の機会に恵まれない

６．資金助成を受けることにより団体の自立性・

主体性が損なわれる

７．社会の認知度が低く、支持を受けにくい

８．運営ノウハウが不十分で効率が悪い

９．活動情報の発信・PR が難しい

１０．ＳＮＳ やホームページの立ち上げ・運用

が難しい

１１．活動の参考になる情報の入手が難しい

１２．他の団体や行政と交流する場が少ない

１３．活動に必要な知識や技術を身につけるの

が難しい

１４．特に課題はない

１５．その他

２．貴団体が抱えている課題について、どのように解消していきたいとお考えですか。
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問７ 地域活動団体と行政との望ましい関係についてうかがいます。

１．地域活動団体への行政の支援について、次のような考え方に対して、貴団体の考えはどれに一番

近いですか。

そう思う そう思わない わからない

１．行政は公益性の高い地域活動を優先して支援

すべきである
□ □ □

２．支援は特定の団体に手厚く行うより、あらゆ

る団体に少しずつ公平に行うべきである
□ □ □

３．地域活動が活発になるためには、人、物、資

金といった行政の支援やバックアップが欠か

せない

□ □ □

４．地域活動の活性化には団体の自主性の尊重が

重要であるため、行政は支援をする際に、団

体の運営にあまり深く関与しすぎないように

留意すべきである

□ □ □

５．公共サービスの提供は行政が責任を持つべき

であり、地域活動団体が公共サービスを提供

する場合であっても行政がコントロールする

必要がある

□ □ □

６．行政と地域活動が競合する場合には、お互い

が対等な立場で、役割分担や棲み分けを調整

すべきである

□ □ □

７．行政による地域活動団体との協働や地域活動

団体への支援は、何故その地域活動団体なの

かを明確に説明する必要がある

□ □ □

８．地域活動団体が行政から支援を受けている場

合、地域活動団体は市民に対して活動内容等

を公開する責務を負う必要がある

□ □ □

９．地域活動団体への支援が社会状況などの変化

に応じて適切に行われているか定期的に評価

し、支援の透明性を確保する仕組みをつくる

ことが必要である

□ □ □
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２．行政が今後実施すべき地域活動団体に対する施策について、次のうち優先順位の高いと思われる

ものを選んでください。（３つまで選択可）

１．地域活動団体の活動場所を充実する

２．地域活動団体への事業委託や協働事業を増やす

３．行政が策定する各種計画の策定プロセスへの地域活動団体の参加を進める

４．地域活動団体が利用できる資源（資金、施設等）の情報提供を充実する

５．地域活動団体を支援するための基金を創設し、活動資金の助成・融資を行う

６．講師・専門家などの人材の派遣、研修の機会や情報の提供を行う

７．中間支援組織や各種コーディネーターの支援機能をより充実させる

８．組織体制づくりや法人格取得について助言を行う

９．行政や中間支援組織によって、行政と地域活動または地域活動相互の役割分担や連携・協力・交

流を推進するための機会を充実させる

１０．会報や PR 紙等の作成・発行を支援する

１１．その他

問８ 貴団体がお困りのこと、貴団体の将来展望、町田市に期待することやご提案についてうかがい

ます（自由記述）。

１．現在、貴団体が特にお困りのことがありましたらお書きください。

２．団体の将来展望等をお書きください。

３．地域活動団体と町田市との関係をより良くし、地域活動や市民との協働がさらに進んでいくため

に、町田市に期待することやご提案等ありましたらお書きください。

４．今後事業を発展・活性化させるために、つながりたい団体・組織や目指す関わり方があればお書き

ください。
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連絡先についておうかがいします（ご協力のお願い）

本調査について追加でヒアリング調査を実施する場合がございます。調査にご協力いただける団体の

みお書きください。

1．連絡先担当者氏名 ２．連絡先住所郵便番号

３．連絡先住所

４．ホームページや SNS などで団体情報を公開している場合は、その URL をすべてお書きください。

５．電話番号（ハイフンなし） ６．メールアドレス

ご協力ありがとうございました。

本調査は、今後の施策を検討する貴重な資料として活用させていただきます。
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資料 4 

町内会・自治会アンケート調査の 

単純集計、調査票 
 

1. 調査の概要 

1.1. 調査目的 

本アンケートは、市の地域コミュニティの中心的な役割を担う町内会・自治会長の皆様を対象に、

町内会・自治会における現状や課題をお伺いするとともに、その背景や構造を整理・分析することを

目的に実施した。 

 

1.2. 調査項目 

Ⅰ   団体の概要・現状について 

Ⅱ   活動状況について 

Ⅲ   他団体との協力・連携について 

Ⅳ   集会施設（町内会館、自治会館等）について 

Ⅴ   町内会・自治会地区連合会について 

 

1.3. 調査設計 

（1）調査地域 町田市全域 

（2）調査対象 町田市が把握している市内所在のすべての町内会・自治会の会長 

（3）対象者数 307 団体 

（4）調査方法 郵送配布、郵送及びインターネットにて回収 

（5）調査時期 2025 年 9 月～10 月 

 

1.4. 回収結果 

（1）調査件数 307 件 

（2）有効回収数 219 件（うち郵送回答 128 件、インターネット回答 91 件） 

（3）有効回収率 71.3 % 
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2. 単純集計 

※ この調査結果を示すグラフは、基本的にマイクロソフトフォームズが自動生成した画

像を活用して編集したものである。グラフを見る際は以下の点にご留意いただきたい。 

 マイクロソフトフォームズの仕様により「無回答」は反映されていない。つまり、

無回答を除いた回答数を分母として割合が算出されグラフ化されている。 

 分岐設問では、回答該当者数を n として追記した。回答非該当者の回答が含まれて

いる場合があることや、無回答が反映されていないことなどにより、n とグラフ上

の全数とはわずかに異なる場合がある。 

 ※本報告書では量的データの集計結果を示す。自由記述を含む質的データについ

ては、別冊資料にまとめる。 

※ 円グラフは、上部中央から選択肢の番号順に時計回りに並んでいる。 

 

 

Ⅰ   団体の概要・現状について 

問１ 貴団体の代表者やその他役員の任期等についてお尋ねします。 

＜会長の任期はありますか＞ 

 
 

 

＜会長の再任の制限はありますか＞ 

 

  

85.4%

(187)

14.6%

(32)

1. あり 2. なし

12.3%

(27)

87.7%

(192)

1. あり 2. なし

巻末資料＜122＞



＜その他役員の任期はありますか＞ 

 

 

＜その他役員の再任の制限はありますか＞ 

 
 

問 2 役員の後任候補をどのような方法で見つけていますか。（選択は 1 つ） 

 

 

80.8%

(177)

19.2%

(42)

1. あり 2. なし

11.0%

(24)

89.0%

(195)

1. あり 2. なし

20.6%

(45)

45.9%

(100)

11.9%

(26)

4.1%

(9)

17.4%

(38)1. 役員自身が候補を見つける

2. 輪番による指名

3. 自薦・公募

4. 会員等からの紹介

5 その他
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問 3 役員の引継ぎについて、工夫していることはありますか。

（あてはまるものすべてを選択）

問 4 通常の会員以外に会員種別はありますか。（あてはまるものすべてを選択）

No. 選択肢

1 法人会員（事業所等）

2 賛助会員（運営・実行には直接関与せず、会費によって組織を支援）

3 マンション会員（マンションを 1 棟を 1 会員として入会）

4 会費種別はない

5 その他

問 5 町内会・自治会の普段の活動を主に担っているのはどなたですか。（選択は 1 つ）

67

82

76

50

40

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

1. 役員が次年度に一斉に交代しないようにしている

2. 会長等の役員経験者を相談役としている

3. 役員用のマニュアルを作成している

4. 何もしていない

5. その他

18

26

7

161

15

0 50 100 150 200

1. 法人会員

2. 賛助会員

3. マンション会員

4. 会員種別はない

5. その他

79.9%

(175)

13.7%

(30)

6.4%

(14)
1. 会長やその他役員が担っている

2. 一部、一般会員も協力している

3. 幅広く、一般会員も協力している

4. 一般会員以外も協力している
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問 6 会長、その他役員の手当の支給方法をお答えください。（あてはまる番号すべてを選択）

＜会長の手当の支給方法＞

＜その他役員の手当の支給方法＞

問 6-1 問 6 で「1」、「2」、「4」と答えた方に。会長、その他役員の手当の額（年額）を

お答えください。（あてはまる番号を 1 つ選択）

＜会長の手当の額（年額）＞

48.0%

(107)1.8%

(4)

46.2%

(103)

4.0%

(9)

1. 現金で支払っている

2. 商品券、クオカードなどの形で謝礼を支払っている

3. 支払っていない

4. その他

49.3%

(102)2.9%

(6)

43.5%

(90)

4.3%

(9)

1. 現金で支払っている

2. 商品券、クオカードなどの形で謝礼を支払っている

3. 支払っていない

4. その他

3.6%

(4)15.3%

(17)

10.8%

(12)

45.0%

(50)

12.6%

(14)

12.6%

(14)
1.  1,000円未満

2.  1,000円以上5,000円未満

3.  5,000円以上1万円未満

4.  1万円以上3万円未満

5.  3万円以上5万円未満

6.  5万円以上
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＜その他役員の手当の額（年額）＞ 

 
 

問 7 貴団体では未加入者へどのような方法で加入の呼びかけをしていますか。 

（あてはまるものすべてを選択） 

 
 

問 8 町内会・自治会からの情報を会員に伝達するときにどのような手段を使っていますか。

（あてはまるものすべて選択） 

 

5.4%

(6)

29.7%

(33)

27.9%

(31)

30.6%

(34)

4.5%

(5)

1.8%

(2)

1.  1,000円未満

2.  1,000円以上5,000円未満

3.  5,000円以上1万円未満

4.  1万円以上3万円未満

5.  3万円以上5万円未満

6.  5万円以上

55

22

11

124

42

35

5

75

21

34

0 50 100 150

1. チラシ・広報紙等の配布（ポスティング等）

2. 勧誘ポスターの掲示による呼びかけ（掲示板等）

3. ホームページやSNS等による呼びかけ

4. 転入時に個別訪問による呼びかけ

5. 町内会・自治会未加入者に個別訪問で呼びかけ

6. 盆踊りや運動会等のイベント・事業の中での呼びかけ

7. 賃貸マンション・アパートの家主を通じて呼びかけ

8. 会員を通じて呼びかけ

9. 呼びかけはしていない

10. その他

114

173

179

12

25

7

34

58

5

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

1. 戸別配布

2. 回覧板を使用した回覧

3. 掲示板（貼り紙）

4. 電話連絡網

5. 町内会・自治会のホームページ

6. eメール

7. SNS（いちのいち、LINE等）の利用

8. 町内会・自治会の広報紙

9. その他
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Ⅱ   活動状況について 

問 9 貴団体では、どのような活動を行っていますか。（あてはまる番号すべてを選択） 

 

 

問 10 会員から役員に、困りごとや苦情等の相談はどの程度寄せられますか。（選択は 1 つ） 

 

 

163

99

75

186

167

47

5

3

84

13

2

16

6

92

183

139

71

91

100

68

162

79

3

150
29

17

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

1. 地域の清掃や美化（草刈り等）

2. ごみ収集・処理

3. 地域トラブルの調整、相談（騒音等）

4. 防災（防災訓練等）

5. 防犯（パトロール等）

6. 交通安全

7. 乳幼児、子育ての保育支援

8. 男女共同参画の支援

9. 高齢者の支援

10. 障がい者の支援

11. 児童虐待の通報・相談

12. 移動支援（買い物・通院支援）

13. 子どもの教育の支援

14. 青少年健全育成地区委員の支援

15. 掲示板の管理

16. 集会施設の管理

17. 生活道路、街頭、防犯カメラの管理

18. 公園の維持・管理

19. 祭りの実施

20. スポーツイベントや文化活動

21. 慶弔関係（敬老・入学・お悔やみ）

22. 健康づくり活動（ラジオ体操等）

23. 国際交流

24. 回覧業務

25. 街づくり（景観・建築等）

26. その他

0.9%

(2)

4.1%

(9)

31.1%

(68)

46.6%

(102)

17.4%

(38)

1. ほぼ毎日1件以上

2. 週に1件以上

3. 月に1件以上

4. 年に1件以上

5. 寄せられていない
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問 10-1 問 10 で「1～4」と答えた方に。その相談はどのような内容ですか。（あてはまる

ものすべて選択） 

 

 

問 11 貴団体が活動する中で、現在悩んでいること、課題に思っていることはどのような

ことですか。（あてはまるものすべて選択） 
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5

0

120

91

35

10

19

11

0 20 40 60 80 100 120 140

1. 近隣トラブル

2. 家族関係（相続を除く）

3. 相続

4. 生活環境関係

5. 防犯・安全

6. イベントや地域活動について

7. 福祉・健康

8. 行政サービス

9. その他

168

146

74

122

11

54

35

117

24

30

31

80

4

23

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

1. 役員等を担える人が少ない（役員不足）

2. 会長等役員の負担が大きい

3. 自動的に他の職務も兼務すること）が多く負担が大きい

4. 未加入者や退会者数の増加

5. 活動場所の不足

6. イベントや事業等の活動が負担になっている

7. 活動資金の不足

8. 会員の活動に対する関心が薄い

9. 他多団体との連携が弱い

10. 情報発信が十分でない

11. 運営方法（会議の進行方法、情報共有、会費の収集方法…

12. 行政からの依頼が多い（回覧業務、イベントの周知・出…

13. 課題はない

14. その他
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問 11-1 問 11 で「4」と答えた方に。未加入者・退会者数の増加の原因は何だと考えてい

ますか。（あてはまるものすべて選択）

問 12 町内会・自治会に加入するメリットはどのような点だと考えていますか。

（あてはまるものすべて選択）

No. 選択肢

1 近所の方と顔見知りになれる

2 家の周辺にある施設の場所や使い方などがわかる

3 イベント等に参加することで、地域の一員として実感ができる

4 市からの情報を回覧等を通じて知ることができる

5 町内会・自治会の会員として連帯感をもって防犯対策ができる

6 町内会・自治会の会員として連帯感をもって防災対策ができる

7 生活の困りごと（道路の問題等）を市に伝えることができる

8 特にない

9 その他

20

30

118

128

49

79

117

14

0 20 40 60 80 100 120 140

1. 会費が負担

2. 人間関係のしがらみ

3. 加入のメリットを感じられない

4. 役員を担いたくない

5. 活動に参加する時間がない

6. 活動に理解・関心がない

7. 高齢で活動に参加できない

8. その他

176

55

121

121

140

151

95

6
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Ⅲ  他団体との協力・連携について

問 13 貴団体は、これまでに他団体と協力したことがありますか。（選択は 1 つ）

問 13-1A 問 13 で「1」と答えた方に。人的協力（イベント参加、スタッフ）について、

協力したことがある団体をすべて選択してください。

（あてはまる欄すべてを選択）

78.5%

(172)

21.5%

(47)
1. 協力したことがある

2. 協力したことがない

112

80

31

12

71

8

77

52

29

13

61

14

16

0 20 40 60 80 100 120

1. 他の町内会・自治会

2. PTA・青少年健全育成地区委員会

3. 民生委員・児童委員

4. 保育園・幼稚園

5. 小中学校

6. その他の教育機関

7. 消防団

8. 高齢者支援センター

9. 社会福祉協議会（福祉○ごとサポートセンター）

10. その他の福祉機関

11. 地区協議会

12. 商店会・企業

13. NPO・地域活動団体
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問 13-1B 問 13 で「1」と答えた方に。物的協力（物品の貸し借 り、場所の提供）につ

いて、協力したことがある団体をすべて選択してください。 

（あてはまる欄すべてを選択） 

 
 

75

13

3

9

24

1

13

19

6

5

9
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

1. 他の町内会・自治会

2. PTA・青少年健全育成地区委員会

3. 民生委員・児童委員

4. 保育園・幼稚園

5. 小中学校

6. その他の教育機関

7. 消防団

8. 高齢者支援センター

9. 社会福祉協議会（福祉○ごとサポートセンター）

10. その他の福祉機関

11. 地区協議会

12. 商店会・企業

13. NPO・地域活動団体

巻末資料＜131＞



問 13-1C 問 13 で「1」と答えた方に。金銭的協力（資金援助）について、協力したこと

がある団体をすべて選択してください。（あてはまる欄すべてを選択） 

 
 

 

40

32

1

0

1

0

67

3

45

28

13
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

1. 他の町内会・自治会

2. PTA・青少年健全育成地区委員会

3. 民生委員・児童委員

4. 保育園・幼稚園

5. 小中学校

6. その他の教育機関

7. 消防団

8. 高齢者支援センター

9. 社会福祉協議会（福祉○ごとサポートセンター）

10. その他の福祉機関

11. 地区協議会

12. 商店会・企業

13. NPO・地域活動団体
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問 13-1D 問 13 で「1」と答えた方に。情報的協力（広報、ノウハウの提供）について、

協力したことがある団体をすべて選択してください。

（あてはまる欄すべてを選択）

問 13-2 他団体と協力しあっていくうえで、主にどのようなことを他団体に期待しますか。

最も重要だと思うことをお選びください。（選択は 1 つ）

58

34

22

12

35

6

31

66

34

9

40

7

16

0 10 20 30 40 50 60 70

1. 他の町内会・自治会

2. PTA・青少年健全育成地区委員会

3. 民生委員・児童委員

4. 保育園・幼稚園

5. 小中学校

6. その他の教育機関

7. 消防団

8. 高齢者支援センター

9. 社会福祉協議会（福祉○ごとサポートセンター）

10. その他の福祉機関

11. 地区協議会

12. 商店会・企業

13. NPO・地域活動団体

50.0%

(100)

11.0%

(22)

2.0%

(4)

33.0%

(66)

4.0%

(8)
1. 人的協力（イベント参加、スタッフ等）

2. 物的協力（物品の貸し借り、場所の提供等）

3. 金銭的協力（資金提供等）

4. 情報的協力（広報、ノウハウの提供等）

5. その他
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問 14 貴団体の活動をさらに活発なものにしていくために、町内会・自治会と他団体とが

協力し合うことが必要だと思いますか。（選択は 1 つ）

問 14-1 問 14 で「1～3」と答えた方に。今後どのような分野で、協力し合っていくこと

が必要だと思いますか。（あてはまる欄すべてを選択）

16.4%

(36)

49.8%

(109)

17.8%

(39)

12.8%

(28)

3.2%

(7)1. おおいに必要である

2. ある程度必要である

3. どちらともいえない

4. あまり必要でない

5. 全く必要でない

51

29

138

107

51

28

80

28

30

42

81

36

21

35

44

9

0 20 40 60 80 100 120 140 160

1. 地域の清掃や美化（草刈り等）

2. ごみ収集・処理

3. 防災（防災訓練等）

4. 防犯（パトロール等）

5. 交通安全

6. 子育て支援

7. 高齢者の支援

8. 障がい者の支援

9. 居場所づくり

10. 公共・共同施設の管理（公園等）

11. 祭り・イベント等の実施

12. 健康づくり（ラジオ体操等）

13. 空き地・空き家

14. 移動支援（買い物・通院の支援）

15. 多世代交流

16. その他
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問 15 貴団体の存続についてどのように考えていますか。現在のお考えに最も近いものを

お選びください。（選択は 1 つ）

Ⅳ  集会施設（町内会館、自治会館等）について

問 16 集会施設を保有していますか。（選択は 1 つ）

問 17 問 16 で「1」と答えた方に。修繕資金を定期的に積み立てていますか。（選択は 1 つ）

95.3%

(201)

0.9%

(2)

2.8%

(6)

0.9%

(2)

1. 存続したいと考えている

2. 休会を検討している、または検討したことがある

3. 解散を検討している、または検討したことがある

65.3%

(143)

34.7%

(76)

1. 保有している

2. 保有していない

68.6%

(96)

31.4%

(44)
1. 積み立てている

2. 積み立てていない
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問 18 問 16 で「1」と答えた方に。修繕資金は十分に確保できていますか。（選択は 1 つ）

問 19 問 16 で「1」と答えた方に。施設の維持管理が大変難しい等の理由で集会施設の解体

を検討したことがありますか。（選択は 1 つ）

問 20 町内会・自治会の会合やイベントで活用する施設はどれですか。

（あてはまる欄すべてを選択）

46.4%

(58)53.6%

(67)

1. 確保できている

2. 確保できていない

6.8%

(8)

0.0%

(0)

93.2%

(109)

1. 解体を検討したことがある

2. 解体が決定している

3. 検討したことがない

131

31

56

7

35

0 50 100 150

1. 貴団体の集会施設

2. 近隣の町内会・自治会の集会施設

3. 市民センターやコミュニティセンターなどの公共施設

4. 活用することはない

5. その他
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問 20-1 問 20 で「1～3」、「5」と答えた方に。施設を活用する頻度を教えてください。

（選択は 1 つ）

Ⅴ   町内会・自治会地区連合会について

問 21 貴団体は地区連合会（町内会・自治会同士の連携と相互の親睦・発展を目的とした

連合組織。市内 10 地区で組織している。）に加入していますか。（選択は 1 つ）

25.4%

(52)

55.1%

(113)

19.5%

(40)1. 週に1回以上

2. 月に1回以上

3. 年に1回以上

71.2%

(156)

19.6%

(43)

9.1%

(20)1. 加入している

2. 加入していない

3. わからない
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問 21-1 問 21 で「1」と答えた方に。地区連合会に加入するメリットは何だと考えて

いますか。（あてはまる欄すべてを選択）

No. 選択肢

1 市からの情報を迅速に得ることができる

2 地区内での情報共有ができる

3 組織運営に関するノウハウを共有できる

4 他の町内会・自治会との交流機会がある

5 地区単位の広域的な活動ができる（大規模イベントや道路の速度規制強化など）

6 その他

問 21-2 問 21 で「2」と答えた方に。地区連合会に加入していない理由は何ですか。

（あてはまる欄すべてを選択）

3. 調査票

次ページ以降に記載

92

115
42

110

41

7
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18
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0 5 10 15 20 25

1. 会費の負担

2. イベントや会議等への参加の負担

3. 加入のメリットを感じられない

4. 活動内容がよくわからない

5. その他
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ご協力のお願い

町内会・自治会長の皆様には、平素から市政にご理解とご協力をいただき、厚く御礼申

し上げます。町田市では、持続可能な地域社会をつくり、地域ぐるみで見守り合い、助け

合える場づくりを目指すため、法政大学と共同で地域コミュニティに関する研究を行って

おります。この研究の一環として、市の地域コミュニティの中心的な役割を担う町内会・

自治会長の皆様を対象に、町内会・自治会における現状や課題をお伺いするアンケートを

実施することになりました。皆様からご回答いただきました内容につきましては、本研究

の貴重な資料として活用させていただきます。

お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、本アンケートにご協力くださいますよう、

お願い申し上げます。

２０２５年９月

町田市長 石阪 丈一

＜回答方法について＞

回答は「郵送」または「インターネット」のいずれかの方法で行うことができます。

①郵送で回答する場合

本アンケートに回答をご記入いただき、同封いたしましたアンケート返信用封筒に入れ

て期限までにお近くのポストへご投函ください。

②インターネットで回答する場合

パソコンまたはスマートフォン、タブレットで、下記の（１）、（２）いずれかの方法で

回答フォームにアクセスし、期限までに回答を入力、送信してください。

（１）２次元コードを読み取り回答フォームにアクセス

（２）ＵＲＬを直接入力し、回答フォームにアクセス

ＵＲＬ：https://forms.office.com/r/6Q5XCaz6gQ

回答期限 ： ２０２５年１０月１０日（金）まで

【 問合せ先 】

町田市市民部市民協働推進課

〒194-8520 東京都町田市森野 2-2-22 

ＴＥＬ：042（724）4362

ＦＡＸ：050（3085）6517

町内会・自治会に関するアンケート
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■ 回答に際してのお願い

▶ご自身の回答内容を控えておきたい方は、事前にメモや画面のスクリーンショット等の

方法で保存してください。

▶アンケートをお送りした町内会・自治会長のご本人様がお答えください。

▶回答は、おおむね最近１年間の状況でお答えください。

▶回答のご記入は、ボールペンまたは鉛筆をお使いください。

▶回答は質問ごとに、選択肢からお選びください（一部、自由記述があります）。

▶選んでいただく数は、「１つだけ」、「いくつでも」等と指定されています。

指定数よりも多く選択された場合、集計上無効となります。

▶選択肢「その他」を選んだ場合は、枠内に具体的な内容をご記入ください。

▶回答に迷う場合は、お考えにできるだけ近いものをお選びください。

▶回答の記入方法は、郵送回答では選択肢の番号に〇印を記入し、インターネット回答で

は選択肢をクリックして（押して）ください。

▶回答を修正する場合は、郵送回答では〇印を二重線で消し、インターネット回答では再

度、選択肢を選び直してください。

選択肢を

クリックすると

印が付きます。

正常に動かなくなるため、ブラウザや

スマートフォンの『＜』（戻る）、『＞』（進む）

は使用しないでください。

回答が終了したら再開部の「送信」をクリック

してください。回答が送信されます。

※送信後は、修正・再回答はできません。更新ボタン   

は使用しないでく

ださい。

この画面が表示されれば回答終了です。

① ②

③
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Ⅰ 団体の概要・現状について

問１ 貴団体の名称及び代表者やその他役員の任期等についてお尋ねします。（記述）

団体名 （例：〇〇〇町内会）

会長、その他役員の任期、再任の制限についてあてはまるものに〇をしてください。

任期や再任の制限がある場合はその年数、回数をお答えください。（記述）

会長 その他役員

任期 あり（    年）・なし あり（    年）・なし

再任の制限 あり（    回）・なし あり（    回）・なし

問２ 役員の後任候補をどのような方法で見つけていますか。（〇は１つ）

１ 役員自身が候補を見つける

２ 輪番による指名

３ 自薦・公募

４ 会員等からの紹介

５ その他（                               ）

問３ 役員の引継ぎについて、工夫していることはありますか。

（あてはまるものすべてに〇）

１ 役員が次年度に一斉に交代しないようにしている

２ 会長等の役員経験者を相談役としている

３ 役員用のマニュアルを作成している

４ 何もしていない

５ その他（                               ）

問４ 通常の会員以外に会員種別はありますか。（あてはまるものすべてに〇）

１ 法人会員（事業所等）

２ 賛助会員（運営・実行には直接関与せず、会費によって組織を支援）

３ マンション会員（マンション 1 棟を 1 会員として入会）

４ 会員種別はない

５ その他（                               ）

問５ 町内会・自治会の普段の活動を主に担っているのはどなたですか。（〇は１つ）

１ 会長やその他役員が担っている

２ 一部、一般会員も協力している

３ 幅広く、一般会員も協力している

４ 一般会員以外も協力している
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問６ 会長、その他役員の手当の支給方法についてそれぞれ該当する以下の番号をお答え

ください。（あてはまる番号すべてを記入）

１ 現金で支払っている

２ 商品券、クオカードなどの形で謝礼を支払っている

３ 支払っていない（→問７へ）

４ その他（                        ）（→問６－１へ）

回
答
欄

記入例 会長 その他役員

１、２

（問６で「１」、「２」、「４」と答えた方に）

問６－１ 会長やその他役員の手当の額（年額）についてそれぞれ該当する以下の番号を

お答えください。（あてはまる番号１つを記入）

１ １，０００円未満

２ １，０００円以上５，０００円未満

３ ５，０００円以上１万円未満

４ １万円以上３万円未満

５ ３万円以上５万円未満

６ ５万円以上

回
答
欄

記入例 会長 その他役員

３

問７ 貴団体では未加入者へどのような方法で加入の呼びかけをしていますか。

（あてはまるものすべてに〇）

１ チラシ・広報紙等の配布（ポスティング等）

２ 勧誘ポスターの掲示による呼びかけ（掲示板等）

３ ホームページやＳＮＳ等による呼びかけ

４ 転入時に個別訪問による呼びかけ

５ 町内会・自治会未加入者に個別訪問で呼びかけ

６ 盆踊りや運動会等のイベント・事業の中での呼びかけ

７ 賃貸マンション・アパートの家主を通じて呼びかけ

８ 会員を通じて呼びかけ

９ 呼びかけはしていない

１０ その他（                              ）

問６－１へ
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問８ 町内会・自治会からの情報を会員に伝達するときにどのような手段を使っています

か。（あてはまるものすべてに〇）

１ 戸別配布

２ 回覧板を使用した回覧

３ 掲示板（貼り紙）

４ 電話連絡網

５ 町内会・自治会のホームページ

６ e メール

７ ＳＮＳ（いちのいち、ＬＩＮＥ等）の利用

８ 町内会・自治会の広報紙

９ その他（                               ）

Ⅱ 活動状況について

問９ 貴団体では、どのような活動を行っていますか。（あてはまる番号すべてに〇）

●住環境について ●公共・共同施設関係

１  地域の清掃や美化（草刈り等） １５ 掲示板の管理

２  ごみ収集・処理 １６ 集会施設の管理

３  地域トラブルの調整、相談（騒音等） １７ 生活道路、街灯、防犯カメラの管理

●生活安全の確保 １８ 公園の維持・管理

４  防災（防災訓練等） ●親睦・文化活動・健康づくり

５  防犯（パトロール等） １９ 祭りの実施

６  交通安全 ２０ スポーツイベントや文化活動

●福祉への支援 ２１ 慶弔関係（敬老・入学・お悔やみ）

７  乳幼児、子育ての保育支援 ２２ 健康づくり活動（ラジオ体操等）

８  男女共同参画の支援 ２３ 国際交流

９  高齢者の支援 ●その他

１０ 障がい者の支援 ２４ 回覧業務

１１ 児童虐待の通報・相談 ２５ 街づくり（景観・建築等）

１２ 移動支援（買い物・通院支援） ２６ その他

●教育への支援 （                  ）

１３ 子どもの教育の支援

１４ 青少年健全育成地区委員の支援
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問１０ 会員から役員に、困りごとや苦情等の相談はどの程度寄せられますか。

（〇は１つ）

１ ほぼ毎日 1 件以上

２ 週に 1 件以上

３ 月に１件以上

４ 年に１件以上

５ 寄せられていない（→問１１へ）

（問１０で「１」、「２」、「３」、「４」と答えた方に）

問１０－１ その相談はどのような内容ですか。（あてはまるものすべてに〇）

１ 近隣トラブル

２ 家族関係（相続を除く）

３ 相続

４ 生活環境関係

５ 防犯・安全

６ イベントや地域活動について

７ 福祉・健康

８ 行政サービス

９ その他（                              ）

問１１ 貴団体が活動する中で、現在悩んでいること、課題に思っていることはどのよう

なことですか。（あてはまるものすべてに〇）

１  役員等を担える人が少ない（役員不足）

２  会長等役員の負担が大きい

３  あて職（役職に就くと自動的に他の職務も兼務すること）が多く負担が大きい

４  未加入者や退会者数の増加（→問１１－１へ）

５  活動場所の不足

６  イベントや事業等の活動が負担になっている

７  活動資金の不足

８  会員の活動に対する関心が薄い

９  他団体との連携が弱い

１０ 情報発信が十分でない

１１ 運営方法（会議の進行方法、情報共有、会費の収集方法等）

１２ 行政からの依頼が多い（回覧業務、イベントの周知・出席等）

１３ 課題はない

１４ その他（                              ）

問１０－１へ
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（問１１で「４」と答えた方に）

問１１－１ 未加入者・退会者数の増加の原因は何だと考えていますか。

（あてはまるものすべてに〇）

 １ 会費が負担

 ２ 人間関係のしがらみ

 ３ 加入のメリットを感じられない

 ４ 役員を担いたくない

 ５ 活動に参加する時間がない

 ６ 活動に理解・関心がない

 ７ 高齢で、活動に参加できない

 ８ その他（                               ）

問１２ 町内会・自治会に加入するメリットはどのような点だと考えていますか。

（あてはまるものすべてに〇）

１ 近隣の方と顔見知りになれる

２ 家の周辺にある施設の場所や使い方などがわかる

３ イベント等に参加することで、地域の一員として実感がもてる

４ 市からの情報を回覧等を通じて知ることができる

５ 町内会・自治会の会員として連帯感をもって防犯対策ができる

６ 町内会・自治会の会員として連帯感をもって防災対策ができる

７ 生活の困りごと（道路の問題等）を市に伝えることができる

８ 特にない

９ その他（                               ）
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Ⅲ 他団体との協力・連携について

問１３ 貴団体は、これまでに他団体と協力したことがありますか。（〇は１つ）

１ 協力したことがある（→問１３－１へ）

２ 協力したことがない（→問１３－２へ）

（問１３で「１」と答えた方に）

問１３－１ １～１３の団体について、協力したことがある分野 A～D にそれぞれ〇をし

てください。（あてはまる欄すべてに〇）

Ａ：人的協力

（イベント参

加、スタッフ）

Ｂ：物的協力

（物品の貸し借

り、場所の提供）

Ｃ：金銭的

協力

（資金援助）

Ｄ：情報的

協力

（広報、ノウ

ハウの提供）

記入例 Ａ ○Ｂ ○Ｃ Ｄ

１ 他の町内会・自治会 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２
ＰＴＡ・青少年健全

育成地区委員会
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３ 民生委員・児童委員 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

４ 保育園・幼稚園 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

５ 小中学校 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

６ その他の教育機関 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

７ 消防団 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

８
高齢者

支援センター
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

９

社会福祉協議会

（福祉〇ごとサポ

ートセンター）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１０ その他の福祉機関 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１１ 地区協議会 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１２ 商店会・企業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１３
NPO

・地域活動団体
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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その他（自由記述）

（問１３で「１」、「２」と答えた方に）

問１３－２ 他団体と協力しあっていくうえで、主にどのようなことを他団体に期待しま

すか。最も重要だと思うことをお選びください。（〇は１つ）

１ 人的協力（イベント参加、スタッフ）

２ 物的協力（物品の貸し借り、場所の提供）

３ 金銭的協力（資金提供）

４ 情報的協力（広報、ノウハウの提供）

５ その他（                               ）

問１４ 貴団体の活動をさらに活発なものにしていくために、町内会・自治会と他団体と

が協力し合うことが必要だと思いますか。（〇は１つ）

１ おおいに必要である

２ ある程度必要である

３ どちらともいえない

４ あまり必要でない

５ 全く必要でない

（問１４で「１」、「２」、「３」と答えた方に）

問１４－１ 今後どのような分野で、協力し合っていくことが必要だと思いますか。

（あてはまるものすべてに〇）

１  地域の清掃や美化（草刈り等） １０ 公共・共同施設の管理（公園等）

２  ごみ収集・処理 １１ 祭り・イベントの実施

３  防災（防災訓練等） １２ 健康づくり（ラジオ体操等）

４  防犯（パトロール等） １３ 空き地・空き家

５  交通安全 １４ 移動支援（買い物・通院の支援）

６  子育て支援 １５ 多世代交流

７  高齢者の支援 １６ その他

８  障がい者の支援 （                  ）

９  居場所づくり

問１４―１へ

問１５へ
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問１５ 貴団体の存続についてどのように考えていますか。現在のお考えに最も近いもの

をお選びください。（〇は１つ）

１ 存続したいと考えている

２ 休会を検討している、または検討したことがある

３ 解散を検討している、または検討したことがある

４ 近隣の町内会・自治会との統合を検討している、または検討したことがある

Ⅳ 集会施設（町内会館、自治会館等）について

問１６ 集会施設を保有していますか。（〇は１つ）

１ 保有している（→問１７へ）

２ 保有していない（→問２０へ）

（問１６で「１」と答えた方に）

問１７ 修繕資金を定期的に積み立てていますか。（〇は１つ）

１ 積み立てている

２ 積み立てていない

（問１６で「１」と答えた方に）

問１８ 修繕資金は十分に確保できていますか。（〇は１つ）

１ 確保できている

２ 確保できていない

（問１６で「１」と答えた方に）

問１９ 施設の維持管理が大変難しい等の理由で集会施設の解体を検討したことがありま

すか。（〇は１つ）

１ 解体を検討したことがある

２ 解体が決定している

３ 検討したことがない

（問１６で「１」、「２」と答えた方に）

問２０ 町内会・自治会の会合やイベントで活用する施設はどれですか。

（あてはまるものすべてに〇）

１ 貴団体の集会施設

２ 近隣の町内会・自治会の集会施設

３ 市民センターやコミュニティセンターなどの公共施設

４ 活用することはない（→問２１へ）

５ その他（                       ）（→問２０－１へ）

問２０―１へ
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（問２０で「１」、「２」、「３」、「５」と答えた方に）

問２０－１ 施設を活用する頻度を教えてください。（〇は１つ）

１ 週に 1 回以上

２ 月に 1 回以上

３ 年に 1 回以上

Ⅴ 町内会・自治会地区連合会について

問２１ 貴団体は地区連合会（町内会・自治会同士の連携と相互の親睦・発展を目的とし

た連合組織。市内 10 地区で組織している。）に加入していますか。（〇は１つ）

１ 加入している（→問２１－１へ）

２ 加入していない（→問２１－２へ）

３ わからない

（問２１で「１」と答えた方に）

問２１－１ 地区連合会に加入するメリットは何だと考えていますか。

（あてはまるものすべてに〇）

１ 市からの情報を迅速に得ることができる

２ 地区内での情報共有ができる

３ 組織運営に関するノウハウを共有できる

４ 他の町内会・自治会との交流機会がある

５ 地区単位の広域的な活動ができる（大規模イベントや道路の速度規制強化など）

６ その他（                               ）

（問２１で「２」と答えた方に）

問２１－２ 地区連合会に加入していない理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに〇）

１ 会費の負担

２ イベントや会議等への参加の負担

３ 加入のメリットを感じられない

４ 活動内容がよくわからない

５ その他（                              ）
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最後に町内会・自治会について、ご意見がありましたらご自由にお書きください。

※ご記入いただいた内容に対しての個別の回答は控えさせていただきますので、予めご了承ください。

以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。

ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れて

２０２５年１０月１０日（金）までに投函してください。

本調査の結果が反映される研究報告書は、２０２６年３月末頃に

「町田市ホームページ」で公開予定です。

本研究の詳細は右の二次元コードから

ご覧いただけます（市ホームページ）
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協
議
会

地
区
協
議
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

住
民
協
議
会

構
成
団
体

町
内
会
・
自
治
会
連

合
会
の
地
区
連
合
、

民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
、
青
少
年

健
全
育
成
地
区
委

員
会
、
消
防
団
、
高

齢
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、
小
中
学
校
等

自
治
会
、
子
ど
も

会
、
民
生
児
童
委

員
、
高
年
ク
ラ
ブ
、

P
T

A
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
個
人
等

自
治
会
、
子
ど
も

会
、
商
店
街
、
消
防

団
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
農

家
組
合
、

P
T

A
、

N
P
O
等

町
内
会
・
自
治
会
、

高
齢
ク
ラ
ブ
、
民
生

委
員
児
童
委
員
協

議
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
P
T
A
、
子
ど
も

会
、
自
主
防
災
会
、

消
防
団
、
学
校
、

N
P
O
等

自
治
会
、
民
生
委
員

児
童
委
員
、
消
防

団
、
老
人
会
、
小
中

学
校
、
体
育
協
会
、

市
民
活
動
団
体
、
農

業
協
同
組
合
、
地
元

企
業
、
社
会
福
祉
協

議
会
、

P
T

A
、
個
人

等

連
合
自
治
会
、
子
ど

も
会

育
成

会
、

P
T

A
、
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
、
消
防

団
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
区

体
育
協
会
、
公
募
の

個
人
・法

人
等

自
治
会
、
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
、
民
生

委
員
児
童
委
員
協

議
会
、
青
少
年
育
成

推
進
協
議
会
、

P
T

A
、
体
育
振
興

会
、
個
人
等

自
治
会
、

P
T

A
、
青

少
年
健
全
育
成
推

進
協
議
会
、
個
人
等

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
エ
リ
ア
内
の

住
民
が
中
心
（
エ
リ

ア
外
の
市
民
や
市

外
在
住
者
で
も
参
加

で
き
る
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
利
用
団
体
、

町
会
、
地
区
防
犯
協

会
、
青
少
対
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
の
各

種
地
域
団
体
か
ら
の

推
薦
、
自
薦
等
（
加

入
必
須
団
体
は
な

し
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

区
割
り
数

10
地
区

28
地
区

34
地
区

※
う
ち
1
地
区
未
設
立

41
地
区

※
う
ち
8
地
区
未
設
立

17
地
区

44
地
区

1
3
地
区

※
う
ち
1
地
区
未
設
立

2
0
地
区

※
1
地
区
未
設
立

1
6
地
区

7
地
区

エ
リ
ア
単
位

地
区
連
合
会

区
域

小
学
校
区
域

市
民
セ
ン
タ
ー

区
域

公
民
館
区
域

小
学
校
区
域

お
お
む
ね

小
学
校
区
域

地
区
自
治
会
連
合

会
区
域

小
学
校
区
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
区
域

※
明
確
な
区
割
り
は
な
い

中
学
校
区
域

地
域
運
営
組
織
が
拠
点

と
す
る
施
設

（
施
設
数
）

市
民
セ
ン
タ
ー
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（1
0か
所
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・セ
ン

タ
ー
（2
8か
所
）

市
民
セ
ン
タ
ー
（
34

か
所
）

公
民
館
（4
1か
所
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（1
8か
所
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（5
2か
所
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
1
1
か
所
）

小
学
校
（
非
常
駐
）

等
（
1
9
か
所
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
2
0
か
所
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
（
7
か
所
）

地
域
担
当
職
員

（
課
の
担
当
職
員
除
く
）
・
地
区
担
当
職
員
を

配
置
（4
名
）

―
・
支
所
に
地
区
担
当

職
員
を
配
置
（
10
名

程
）

―

【各
地
区
に
設
定
】

※
通
常
業
務
と
兼
任

・ま
ち
づ
く
り
担
当
（2

名
）

・防
災
担
当
（1
名
）

・保
健
担
当
（1
名
）

【各
地
区
に
設
定
】

※
通
常
業
務
と
兼
任

・
局
次
長
級
、
課
長

級
、
課
長
補
佐
級
（
1

名
）

・
係
長
級
、
一
般
職

（1
名
）

・
総
合
セ
ン
タ
ー
職

員
ま
た
は
協
働
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

職
員
（1
名
）

―
―

―
―
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